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令和４年３月愛荘町議会定例会会議録 

 

令和４年３月２４日（木）午前１０時００分開議 

議 事 日 程（第４号） 

日程第 １ 議案第 ８号 令和４年度愛荘町一般会計予算 

日程第 ２ 議案第 ９号 令和４年度愛荘町土地取得造成事業特別会計予算 

日程第 ３ 議案第１０号 令和４年度愛荘町国民健康保険事業特別会計予算 

日程第 ４ 議案第１１号 令和４年度愛荘町後期高齢者医療事業特別会計予算 

日程第 ５ 議案第１２号 令和４年度愛荘町介護保険事業特別会計予算 

日程第 ６ 議案第１３号 令和４年度愛荘町下水道事業会計予算 

 

本日の会議に付した事件 

日程第１から日程第６ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

追加日程第 １ 同意第１５号 愛荘町教育委員会委員の任命につき同意を求めること

について 

追加日程第 ２ 同意第１６号 愛荘町職員懲戒審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについて 

追加日程第 ３ 同意第１７号 愛荘町職員懲戒審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについて 

追加日程第 ４ 同意第１８号 愛荘町職員懲戒審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについて 

追加日程第 ５ 議案第１４号 愛荘町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

追加日程第 ６ 議案第１５号 愛荘町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に

関する条例の一部を改正する条例 

追加日程第 ７ 議案第１６号 愛荘町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例 

追加日程第 ８ 議案第１７号 愛荘町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する

条例 

追加日程第 ９ 議案第１８号 契約の締結につき議決を求めることについて 
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追加日程第１０ 議案第１９号 契約の締結につき議決を求めることについて 

追加日程第１１ 議案第２０号 令和３年度愛荘町一般会計補正予算（第１０号） 

追加日程第１２ 議案第２１号 令和３年度愛荘町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第５号） 

追加日程第１３ 議案第２２号 令和３年度愛荘町下水道事業会計補正予算（第４号） 

追加日程第１４ 議案第２３号 令和４年度愛荘町一般会計補正予算（第１号） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

追加日程第 １ 同意第１９号 愛荘町教育委員会教育長の任命につき同意を求めるこ

とについて 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

追加日程第 １ 選挙第 ７号 愛荘町選挙管理委員会委員および委員補充員の選挙に

ついて 

追加日程第 ２ 選挙第 ８号 滋賀県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙につい

て 

追加日程第 ３ 議提第 ４号 総務産業建設常任委員会閉会中の継続調査について 

追加日程第 ４ 議提第 ５号 教育民生常任委員会閉会中の継続調査について 

追加日程第 ５ 議提第 ６号 広報常任委員会閉会中の継続調査について 

追加日程第 ６ 議提第 ７号 議員派遣について 

 

出席議員（１４名） 

    １番 久保田 正 利 君         ２番 小 菅 久 宣 君 

    ３番 中 川 喜代和 君         ４番 澤 田 源 宏 君 

    ５番 村 西 作 雄 君         ６番 森 野   隆 君 

    ７番 上 田 太 治 君         ８番 髙 橋 正 夫 君 

    ９番 外 川 善 正 君        １０番 河 村 善 一 君 

   １１番 瀧   すみ江 君        １２番 竹 中 秀 夫 君 

   １３番 辰 己   保 君        １４番 村 田   定 君 

欠席議員（なし） 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 
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町 長  有 村 国 知 君  副 町 長  中 西  功 君  

教 育 長  徳 田  寿 君  教 育 次 長  上 林 市 治 君  

総 務 政 策 監  青 木 清 司 君  福 祉 政 策 監 
兼ワクチン接種推進室長  

 森 まゆみ君  

みらい創生課長  西 川 傳 和 君  経 営 戦 略 課 長  生 駒 秀 嘉 君  

商 工 観 光 課 長  藤 野 知 之 君  建設・下水道課長  羽 田 順 行 君  

くらし安全環境課長  水 谷 徹 也 君  福 祉 課 長  田 中 孝 幸 君  

住 民 課 長  阪 本  崇 君  生 涯 学 習 課 長  陌 間 秀 介 君  

子ども支援課長  北川三津夫君  健 康 推 進 課 長  木 村 美 紀 君  

農林振興課参事  山 本 拓 也 君      

 

事務局職員出席者 

議会事務局長  徳 田 郁 子  書 記  伊 谷 一 真  
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開議 午前１０時００分 

◎開議の宣告 

○議長（村田 定君）  皆さん、おはようございます。御苦労さまです。着座にて失

礼します。 

 ただいまの出席議員は１４名で定足数に達しておりますので、これより本日の会議

を開きます。 

 

◎議事日程の報告 

○議長（村田 定君）  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 それでは、議案審議に入ります。 

 

◎議案第８号～第１３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（村田 定君）  日程第１、議案第８号 令和４年度愛荘町一般会計予算から

日程第６、議案第１３号 令和４年度愛荘町下水道事業会計予算までを一括議題とし

て、３月１０日の議事を続けます。 

 まず、日程第１、議案第８号 令和４年度愛荘町一般会計予算は、予算・決算特別

委員会に付託され、審査報告書が提出されていますから、予算・決算特別委員会委員

長の審査報告を求めます。予算・決算特別委員会、村西委員長。 

〔予算・決算特別委員会委員長 村西作雄君登壇〕 

○予算・決算特別委員長（村西作雄君）  予算・決算特別委員会委員長報告を行いま

す。 

 令和４年３月２４日、愛荘町議会議長、村田 定様。愛荘町予算・決算特別委員会

委員長、村西作雄。 

 本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、愛荘町議会

会議規則第７７条の規定により報告します。 

 １、審査結果。議案第８号 令和４年度愛荘町一般会計予算を原案可決。 

 ２、審査経過。３月１１日から３月１６日に、総務、産業建設、民生及び教育の各

部門ごとに、第１委員会から第４委員会に分けて、詳細な説明、質疑を行いました。

３月２２日には部門ごとに政策を中心とした質疑並びに全体総括質疑を行い、慎重に

審査しました。 
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 主な内容は、総務部門では、防災行政無線の放送内容について。入札の在り方や地

元業者の育成について。定年延長に伴う新制度支援業務委託について。地域おこし協

力隊の事業内容について。個人情報保護法対応支援業務委託について。ウォーカブル

タウン創造事業の今後の展開について。ふれあい収集業務の予算計上について。ＣＯ

２の削減に対する愛荘町の取組について。ごみ減量の町の取組について。彦根愛知犬

上広域行政組合のごみ処理施設の進捗や今後について。コミュニティづくり推進事業

補助金について。町東部地域の活性化に係る事業予算の計上について。湖東定住自立

圏で運営している愛のりタクシーについて。ウォーカブルタウン創造事業の空き店舗

対策について。空家等対策計画策定業務委託費用の根拠について。会計年度任用職員

の雇用についてなどの質疑がありました。 

 産業建設部門は、米１俵１,０００円補塡事業について。世代をつなぐ農村まるごと

保全向上対策事業広域化の進捗状況について。湖東三山館あいしょうの指定管理の分

離発注について。住宅耐震改修補助金及びブロック塀安全対策事業補助金の周知につ

いて。建築物のアスベスト等除去に係る補助金について。土地改良施設大規模更新事

業の今後の計画について。世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策事業の２２集落以

外の把握について。大雪に伴う集落内の除雪対策についてなどの質疑がありました。 

 民生部門は、幼稚園の預かり保育の状況について。保育園の入所傾向や待機児童に

ついて。高齢者通院支援助成事業における短距離利用の扱いについて。手話通訳奉仕

員養成講座の開催場所について。妊婦歯科健診委託料の取組内容、目的、効果につい

て。社会参加促進助成事業を居場所づくりにつなげていくことについて。コロナ禍で

の老人クラブ活動、これからの支援方策についてなどの質疑がありました。 

 教育部門は、モバイルＷｉ－Ｆｉルーター利用者負担金の月額３,１９０円掛ける１

０人掛ける３か月分の積算根拠について。不登校児童の中学校卒業後の進路指導につ

いて。臨時休業中の学習保障について。スポーツ少年団の補助金及び今後の対応につ

いて。合併後のスポーツ少年団活動の方向性について。小学校放課後補充教室の令和

４年度予算について。今後の歴史文化博物館の在り方及び文化教育啓発について。重

点施策を取り組むための会計年度任用職員と正規職員の配置について。学校給食にお

ける地産地消の取組状況についてなどの質疑がありました。 

 最後に、総括質疑として、令和４年度の当初予算額の増加理由について。町東部地

域の活性化に関する町長の考え方について。中学校の制服について。個人情報保護法
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対応支援業務委託についての町の考え方についてなど、活発に審査が行われました。 

 審査終了後、討論を省略し、採決の結果、賛成多数で議案第８号 令和４年度愛荘

町一般会計予算は原案のとおり決定しました。 

 以上で委員長報告を終わります。 

○議長（村田 定君）  以上で委員長報告を終わります。 

 これより委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。初めに反対討論はありませんか。１１番、瀧 すみ江君。 

○１１番（瀧 すみ江君）  １１番、瀧 すみ江。議案第８号 令和４年度愛荘町一

般会計予算に対し、反対を表明します。 

 本予算の中の町民の利益につながる内容には賛成しますが、マイナンバー関連と同

和関連予算に次の理由から反対します。 

 政府は、２０２２年度までに全ての国民にマイナンバーカードを行き渡らせること

を目標とし、健康保険証利用、マイナポイントなど、国民がカードを使わざるを得な

い状況をつくり出す普及策を講じています。また、政府はマイナポータルを入り口と

した情報関連を拡大させ、あらゆるデータを行政に集中させようとしています。 

 そのために、マイナンバーカードの普及策が講じられています。政府は、国民が必

要としていない制度に固執し、国民にマイナンバーカードを押しつけることはやめる

べきです。 

 町長は、経費節減のために庁舎集約化をはじめ、公共施設の統合も進めようとして

いますが、地域総合センターの問題については全く触れていません。現在の到達点か

ら考えれば、３つの地域総合センターは、統合というよりは、各地域住民の方に管理

をお願いし、自治会館として使用することが自立を促進し、経費の節減にもつながり

ます。 

 また、３自治会だけに５０万円を補助しているコミュニティづくり推進事業補助金

は、令和２年度、コロナ禍により事業の実施ができなかったとの理由で、２自治会は

返還されました。このことで、根拠のない拠出はできない、明確な事業に対する補助

金であることが明らかになりました。このような補助金は、同和特別扱いの補助金で

はなく、どこにでも拠出できる補助金としていく必要があります。コロナ禍において、
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あらゆる人権尊重が問題になっています。 

 令和４年度の町職員における正規職員数を３０人も超える会計年度任用職員の配置

です。町長は、町の行財政運営において、正規職員のみならず、事務事業を進める上

で、裾野の人員である会計年度任用職員の自己責任の上に重点施策を進めようとして

います。町長は、一般質問や予算決算特別委員会で出ていた、議員各位から米の生産

補償を求める声を真摯に受け止める姿勢は見られませんでした。町長の職員並びに町

民に自己責任を押しつける姿勢と併せて、その政治姿勢は町民及び職員の声を聞かな

い町政ということを訴えて、反対討論といたします。 

○議長（村田 定君）  次に賛成討論はありませんか。６番、森野 隆君。 

○６番（森野 隆君）  議案第８号 令和４年度愛荘町一般会計予算について、賛成

討論を行います。 

 令和４年度当初予算は、第２次愛荘町総合計画前期基本計画の最終年であり、町の

重点戦略である「ひとづくり」、「しごとづくり」、「まちづくり」の３つのプロジェク

トの推進に必要な施策に対して重点的に予算を配分されています。 

 具体的には、子ども・子育ての環境の充実として、産後うつや育児不安の予防など

を目的に、産後ケア事業として、ひよこママ教室の実施。保育士の業務負担を軽減し、

保育環境の充実などを図るための保育補助者雇上強化事業の実施。 

 学力向上・教育環境の充実として、子供たちが基礎的な学力を身につけ、自らの目

標に向かって将来を切り開いていける力を養うための教育環境の充実や、ＧＩＧＡス

クール構想のもと、タブレット端末などを活用したＩＣＴ教育の推進。 

 健康寿命化の延伸として、全世代が気軽に取り組める健康づくりの推進やがん対策

としての胃内視鏡検査、骨髄移植ドナーに対する助成制度、ヒトパピローマウイルス

ワクチンの接種の積極的な勧奨などの実施。 

 高齢者の活躍として、シルバー世代がいつまでも地域社会の担い手として活躍でき

る働き方の支援や女性活躍拡大に向けた取組のサポート。 

 愛荘町の魅力発信として、町公式ＬＩＮＥの登録者の増加、愛荘町ふるさと大使ダ

イアンを活用した広報活動の展開、ふるさと納税寄付金の増額への取組の実施。 

 安全で安心なまちづくりとして、町道愛知川栗田線など、主要な幹線道路の継続や

整備や空き家の利活用及び適正な管理に向けた取組の推進。 

 持続可能なまちづくりの推進として、町の個性を生かした持続的なまちづくりの実
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現に向けたウォーカブルタウン創造事業や多様な人材が活躍する個性と魅力あふれた

地域づくりの推進など、本町が持続的発展につながる施策について推進しようとして

いることが確認できます。 

 また、厳しい財政状況であることから、最少の経費で上質な行政サービスを提供す

る経営的視点に立った実効性のあるものとし、１０年後に目指す姿、「愛着と誇り。人

とまちが共に輝くみらい創生のまち。」の着実な推進を図っていくことも確認できまし

た。 

 この当初予算を有効に生かすため、今後も建設的な議論を活発に行い、住民の目線

に立ったまちづくり、将来の子供たちのためのまちづくりを遂行していく必要がある

と考えます。 

 最後に、引き続き適切な予算執行、予算管理をお願いし、議員各位におかれまして

も御賛同をお願いしまして、賛成討論を終わります。 

○議長（村田 定君）  ほかに討論ありませんか。７番、上田太治君。 

○７番（上田太治君）  ７番、上田でございます。次の理由により、私は反対の討論

をさせていただきます。 

 町長は、自らは滋賀県の中で一番高い町長給料を取りながら、泥田にはいつくばり、

地域の環境や農地を守り、秋には米を収穫し、それでも再生産に届かない、何とか町

で僅か１,０００円でも補助をしていただきたいという農家の切実な望みも、自己責任

のもとに一べつされております。 

 また、老老世帯や老人世帯の独居老人の世帯に対しての雪害対策についても、議員

からの提案についても、それらについては予算に一切盛り込んでおられません。町長

は、自らが町長選挙に当選したからといって、自分の自己責任はこれで果たしたとい

う思いは、私ども町民には到底理解はできません。よって、私は令和４年度一般会計

予算についての反対をいたします。 

 以上です。 

○議長（村田 定君）  ほかに討論ありませんか。１２番、竹中秀夫君。 

○１２番（竹中秀夫君）  １２番、竹中です。議案第８号 令和４年度一般会計予算

について、賛成討論を行います。 

 令和４年度一般会計予算については、社会保障関係経費などの経営的な経費が増大

する中で、職員一人一人が経営感覚とコスト意識を持って経費削減に努められたこと
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や、第２次愛荘町総合計画に基づき、町の重点戦略である「ひとづくり」、「しごとづ

くり」、「まちづくり」の３つのプロジェクトの推進に必要な施策に対して重要的に予

算を配分されたところであります。 

 その中でも、子ども・子育て環境の充実、学力向上・教育環境の充実、健康寿命の

延伸、高齢者の活躍、愛荘町の魅力発信、安全で安心なまちづくり、持続可能なまち

づくりの推進の分野、領域について重点的に取り組まれ、住民にとって明るい未来と

なる予算であることが確認をされました。 

 引き続き、適正な予算執行、予算管理をお願いし、議員各位におかれましても御賛

同をお願いいたしまして、賛成討論といたします。終わります。 

○議長（村田 定君）  これで討論を終わります。 

 これより議案第８号を採決します。本案に対する予算・決算特別委員会は、委員長

報告のとおり可決であります。よって、委員長の報告のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立多数であります。よって、議案第８号 令和４年度愛荘

町一般会計予算は、原案のとおり可決しました。 

 日程第２、議案第９号 令和４年度愛荘町土地取得造成事業特別会計予算は、総務

産業建設常任委員会に付託され、審査報告書が提出されていますから、総務産業建設

常任委員会委員長の審査報告を求めます。総務産業建設常任委員会、森野委員長。 

〔総務産業建設常任委員長 森野 隆君登壇〕 

○総務産業建設常任委員長（森野 隆君）  総務産業建設常任委員会委員長報告を行

います。 

 令和４年３月２４日、愛荘町議会議長、村田 定様。愛荘町総務産業建設常任委員

会委員長、森野 隆。 

 本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、愛荘町議会

会議規則第７７条の規定により御報告します。 

 １、審査結果。議案第９号 令和４年度愛荘町土地取得造成事業特別会計予算を原

案可決。 

 ２、審査経過。３月１１日に総務産業建設常任委員会６名の出席がありました。払

下げの進捗率と残地の面積について。払下げ金額の適正価格について。払下げの十分
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な周知についてなどの審査が行われ、討論を経て、採決の結果、全員賛成で議案第９

号 令和４年度愛荘町土地取得造成事業特別会計予算は原案のとおり決定いたしまし

た。 

 以上で委員長報告を終わります。 

○議長（村田 定君）  以上で委員長報告を終わります。 

 これより議案第９号の委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。初めに反対討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  次に賛成討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９号を採決します。本案に対する総務産業建設常任委員会は、委員

長報告のとおり可決であります。よって、委員長の報告のとおり可決することに賛成

の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立全員であります。よって、議案第９号 令和４年度愛荘

町土地取得造成事業特別会計予算は、原案のとおり可決しました。 

 日程第３、議案第１０号 令和４年度愛荘町国民健康保険事業特別会計予算、日程

第４、議案第１１号 令和４年度愛荘町後期高齢者医療事業特別会計予算、日程第５、

議案第１２号 令和４年度愛荘町介護保険事業特別会計予算の３特別会計予算は、教

育民生常任委員会に付託され、審査報告書が提出されていますから、教育民生常任委

員会委員長の審査報告を求めます。教育民生常任委員会、竹中委員長。 

〔教育民生常任委員長 竹中秀夫君登壇〕 

○教育民生常任委員長（竹中秀夫君）  教育民生常任委員会委員長報告を行います。 

 令和４年３月２４日、愛荘町議会議長、村田 定様。愛荘町教育民生常任委員会委

員長、竹中秀夫。 

 本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、愛荘町議会

会議規則第７７条の規定により報告をいたします。 
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 １、審査結果。議案第１０号 令和４年度愛荘町国民健康保険事業特別会計予算を

原案可決。議案第１１号 令和４年度愛荘町後期高齢者医療事業特別会計予算を原案

可決。議案第１２号 令和４年度愛荘町介護保険事業特別会計予算を原案可決。 

 ２、審査経過。３月１４日に教育民生常任委員７名の出席がありました。 

 国民健康保険事業特別会計の質疑の主なものは、余剰金が生じる要因について。余

剰金が生まれる根拠がないことに対する問題提起について。令和３年度における人間

ドック利用者数と令和４年度助成額について。人間ドック助成５８５万円の精算根拠

についてなどの審査が行われ、討論は反対討論１件、賛成討論が１件あり、採決の結

果、賛成多数で議案第１０号 令和４年度愛荘町国民健康保険事業特別会計予算は原

案のとおり決定をいたしました。 

 次に、後期高齢者医療事業特別会計の質疑の主なものは、被保険者に対する極めて

細かな対応について。窓口負担などにおいて、被保険者の救済のため、どのような機

会に実態を伝えているのかについて。保健所などの郵送料軽減の考え方についてなど

審査が行われ、討論は反対討論が１件、賛成討論１件があり、採決の結果、賛成多数

で議案第１１号 令和４年度後期高齢者医療事業特別会計予算を可決するものと決し

ました。 

 次に、介護保険事業特別会計の質疑は、主なものは在宅介護施設の施策の今後の展

望について。町内における地域密着型サービス事業について。微・助っ人の人数と活

動内容についてなど審査が行われ、討論は反対討論１件、賛成討論が１件あり、採決

の結果、賛成多数で議案第１２号 令和４年度愛荘町介護保険事業特別会計予算は原

案のとおり決定をいたしました。 

 以上で委員長報告を終わります。 

○議長（村田 定君）  以上で委員長報告を終わります。 

 これより議案第１０号の委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。初めに反対討論はありませんか。１３番、辰己 保君。 

○１３番（辰己 保君）  １３番、辰己。令和４年度国民健康保険事業特別会計予算

に反対します。 

 県は、保険料水準の統一に向けて、納付金算定方法の変更により負担が増える市町
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への激変緩和措置を行っている。令和４年度の本町の激変緩和措置費は１,２９５万５,

４４７円と示されています。県は、国として財政基盤の確立を図っていただくことが

必要だと言っています。このように、国の責任を果たすことが第一だと県も示してい

るわけです。県は、各市町の国保税、料に対して、市町が保有する基金や繰越金等を

加味した上で、令和４年度の実際の保険料率を決定されるものと言明しています。 

 本町は、令和３年度当初予算では令和２年度繰越金を３００万円と見込み、令和３

年度補正予算（第４号）では総額２,５９９万３,０００円と、約２,２００万円増額で

す。そして、令和３年度当初予算での基金取崩し額を２,０５９万６,０００円と見込

んでいるわけですが、財源充当の必要がなくなり、それどころか基金積立て額の当初

予算は利息枠４万円だけでした。補正予算（第４号）での増額は３,３６２万９,００

０円です。国保会計における余剰金は、令和３年度補正予算（第４号）時点では５,

５００万円です。国保被保険者は３,７０９人です。基金積立ての増額分だけでも、１

人約１万円が引き下げられます。中学校卒業までのこの均等割を廃止することはでき

ます。 

 以上を申し上げ、高い国保税と高い窓口負担が医療を受ける機会をなくす悪循環を

招いています。医療保険における最後のセーフティーネットの役割を果たすためにも、

国として、財政基盤の確立を行うこと、併せて町も高い国保税の解消の手だてを講じ

ることを訴えて、反対討論といたします。 

○議長（村田 定君）  次に賛成討論はありませんか。１番、久保田正利君。 

○１番（久保田正利君）  １番、久保田。令和４年度愛荘町国民健康保険事業特別会

計歳入歳出予算の承認に賛成する立場から討論を行います。 

 我が国では、昭和３６年度に創設された国民健康保険制度は、国民皆保険体制を実

現するための医療保険における最後のセーフティーネットの役割を担っています。 

 平成３０年４月からは、新国保制度により、滋賀県が国民健康保険事業の財政運営

の責任主体として、安定的な財政運営や効率的な事業運営の中心的な役割を担って、

県に交付される公費や市町から集められる納付金を財源として、県内市町の医療給付

等の支払いがなされているところです。 

 当町では、県が定めた納付金を納めるため、国民健康保険税率の見直しについて、

愛荘町の国民健康保険事業の運営に関する協議会に諮問が行われ、同協議会会長から

税率の据置きについての答申を受けられ、その答申を尊重することとし、予算編成が
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なされたものです。 

 引き続き、税負担の公平化と保険税の収納率の向上を図るため、滞納世帯に対する

電話催告など、収納対策の強化に努められております。また、特定健診、特定保健指

導の実施や人間ドック助成、レセプト点検等により、医療費の適正化にも取り組まれ

ています。今後も、住民課を中心として、税務課、健康推進課との連携をもとに、よ

り一層保険者として安定した事業運営と財政運営の健全化を努めていただき、本予算

の認定について賛成するものです。 

 議員各位におかれましても、御理解いただき、御賛同をお願いし、討論を終わりま

す。以上です。 

○議長（村田 定君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  これで討論を終わります。 

 これより議案第１０号を採決します。本案に対する教育民生常任委員会は、委員長

報告のとおり可決であります。よって、委員長の報告のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立多数です。よって、議案第１０号 令和４年度愛荘町国

民健康保険事業特別会計予算は、原案のとおり可決しました。 

 次に、議案第１１号の委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。初めに反対討論はありませんか。１３番、辰己 保君。 

○１３番（辰己 保君）  １３番、辰己。令和４年度後期高齢者医療保険事業特別会

計予算に反対します。 

 令和４年に後期高齢者医療保険制度の７５歳以上の窓口負担を原則１割が制度改悪

により多くの被保険者が２割負担となります。窓口負担の増により、受診抑制と健康

悪化を引き起こすことは避けられません。その結果、重篤化を招き、そのことが親の

生計を支え、介護を担う現役世代の生活に影響を与えます。高齢者の負担増の口実に

している現役世代の負担上昇を抑える、それどころか、高齢者の命と健康に重大な影

響を及ぼし、その結果、現役世代にも大きな影響を及ぼします。 
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 高齢者は、日本社会の発展功労者です。国は、その功労者に責任を果たすべきと考

えます。しかし、国は国庫負担を４５％から３３％まで減らしています。 

 高齢者と現役世代の負担が増えたのは、国庫負担を減らしてきたからです。後期高

齢者医療保険料が引き上げられ、窓口負担は２割、３割と引き上げられる。２割、３

割負担は、本人が低所得者に関わらず、世帯に合算収入で負担割合が決定されていく。

家庭や世帯で異なる事情を抱えるにもかかわらず、世帯人合算収入を算入した負担割

合は、高齢者の受診抑制に結びつくだけでなく、医療保険制度を揺るがすものと批判

しなければなりません。医療保険制度を守るためにも、国庫負担率を元に戻すことを

強く訴えて、反対討論といたします。 

○議長（村田 定君）  次に賛成討論はありませんか。１番、久保田正利君。 

○１番（久保田正利君）  １番、久保田。令和４年度愛荘町後期高齢者医療事業特別

会計歳入歳出予算の承認に賛同する立場から討論を行います。 

 平成２０年４月より、高齢化の進展により、後期高齢者医療の負担に対応し、世代

間の負担の公平化及び財政運営の責任の明確化と安定化を目的とした後期高齢者医療

制度が創設され、１５年目を迎えることになります。 

 この間、国では、高齢者に置かれている状況に配慮され、所得が一定以下の人には

保険料の軽減や徴収方法の変更などの措置が講じられ、令和４年度は第８期保険料率

が適用されるところであります。引き続き、保険者である滋賀県後期高齢者医療広域

連合とより一層の連携を図っていただき、事業運営を進めていくことによって、高齢

者が安心して医療を受けられる医療制度の充実と事業の円滑な執行に資するための予

算が計上されており、本予算の承認について賛成するものであります。 

 議員各位におかれましても、御理解いただき、御賛同をお願いし、討論を終わりま

す。 

○議長（村田 定君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  これで討論を終わります。 

 これより議案第１１号を採決します。本案に対する教育民生常任委員会は、委員長

報告のとおり可決であります。よって、委員長の報告のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 
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○議長（村田 定君）  起立多数です。よって、議案第１１号 令和４年度愛荘町後

期高齢者医療事業特別会計予算は、原案のとおり可決しました。 

 次に、議案第１２号の委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。初めに反対討論はありませんか。１３番、辰己 保君。 

○１３番（辰己 保君）  議案第１２号 令和４年度愛荘町介護保険事業特別会計予

算について、反対を行います。 

 介護を社会全体で支えるための仕組みというふうにいって、介護保険制度、事業が

発足しています。しかし、残念ながら今日では、要支援、要介護１、２を介護制度か

ら外していく、こうした改悪が進められてきました。また、令和３年度中に、補足給

付の改悪で食事負担が倍増されました。補足給付の改悪で、食費も居住費も全額負担

となる事態もつくり出しています。補足給付の改悪は、葬儀代ぐらい残しておきたい

と、このようにささやかな高齢者の願いを無視する資産要件が厳格化されたためです。 

 現役世代の負担を増大化させ、老老介護の現実をも無視する制度改悪です。家庭崩

壊をつくり出す現実は、介護を社会全体で支えるどころか、受益者負担の原則と、そ

れに伴う自己責任を持ち込んだ制度改悪の結果です。あわせて、介護保険料は、年金

が減っている中で、改定ごとに保険料は引き上げられています。サービス利用料も負

担増となり、利用者は介護サービスの抑制に追い込まれています。 

 第８期介護保険事業計画は２年目に入り、第９期事業計画の策定に向けて、アンケ

ート調査が実施されます。サービス量の検証、社会全体で支える介護保険制度の検証

を行い、これ以上の保険料の値上げを行わないことを含め、介護保険制度の抜本的見

直しを求めて反対討論といたします。 

○議長（村田 定君）  次に賛成討論はありませんか。１番、久保田正利君。 

○１番（久保田正利君）  １番、久保田。私は、令和４年度愛荘町介護保険事業特別

会計歳入歳出予算の承認に賛成する立場から討論を行います。 

 我が国において、平均寿命の延伸と少子化の進行による若年人口の減少から、世界

に例を見ない速さで高齢化が進展し、本格的な高齢社会となっています。こうした高

齢社会の状況から、地域包括ケアシステムの深化、推進に向けて、介護予防生活支援、
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医療、介護連携、認知症施策を効果的に進めるとともに、介護保険サービスの充実に

努めておられます。今後は、それらをより一層拡充していただくとともに、本町に根

強く、互助の精神や強い絆といった特徴を生かして、お互いに支え合える地域社会を

つくっていくことによって、真の地域包括ケアシステムの構築を実現していただくこ

とを切望するところです。 

 今日までの実績や課題を考慮しながら、変化し続ける高齢者像を見据え、必要な介

護サービス量の確保や提供に努められるとともに、社会保障制度である本制度への理

解を深め、特に保険料の収納対策については、重点的に対処していただき、財源確保

に努めていただくよう願うものです。 

 本予算については、第８期介護保険事業計画の事業内容や介護サービス等給付費を

基本としつつ、実績を勘案して編成されており、また、次期計画についても早期に取

り組まれているところとされているものであることから、承認について賛成するもの

です。 

 議員各位におかれましても、御理解いただき、賛同をお願いし、討論を終わります。 

○議長（村田 定君）  ほかに討論ありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第１２号を採決します。本案に対する教育民生常任委員会は、委員長

報告のとおり可決であります。よって、委員長の報告のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立多数です。よって、議案第１２号 令和４年度愛荘町介

護保険事業特別会計予算は、原案のとおり可決しました。 

 日程第６、議案第１３号 令和４年度愛荘町下水道事業会計予算は、総務産業建設

常任委員会に付託され、審査報告書が提出されていますから、総務産業建設常任委員

会の審査報告を求めます。総務産業建設常任委員会、森野委員長。 

〔総務産業建設常任委員長 森野 隆君登壇〕 

○総務産業建設常任委員長（森野 隆君）  総務産業建設常任委員会委員長報告を行

います。 

 令和４年３月２４日、愛荘町議会議長、村田 定様。愛荘町総務産業建設常任委員
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会委員長、森野 隆。 

 本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、愛荘町議会

会議規則第７７条の規定により報告します。 

 １、審査結果。議案第１３号 令和４年度愛荘町下水道事業会計予算を原案可決。 

 ２、審査経過。３月１５日に総務産業建設常任委員７名の出席がありました。 

 質疑の主なものは、水洗化率、水洗化推進のための方策、工事の進捗率についてな

どの審査が行われ、討論を経て、採決の結果、全員賛成で議案第１３号 令和４年度

愛荘町下水道事業会計予算は、原案のとおり決定しました。 

 以上で委員長報告を終わります。 

○議長（村田 定君）  以上で委員長報告を終わります。 

 これより議案第１３号の委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。初めに反対討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  次に賛成討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第１３号を採決します。本案に対する総務産業建設常任委員会は、委

員長報告のとおり可決であります。よって、委員長の報告のとおり可決することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  全員賛成であります。よって、議案第１３号 令和４年度愛

荘町下水道事業会計予算は、原案のとおり可決しました。 

 

○議長（村田 定君）  暫時休憩をします。再開を１１時３０分といたします。 

休憩 午前１０時５４分 

再開 午前１１時３０分 

○議長（村田 定君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 
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○議長（村田 定君）  お諮りします。ただいま同意４件、議案１０件が提出されま

した。これを日程に追加し、直ちに議題としたいと思いますが、御異議ございません

か。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  異議なしと認めます。よって、同意４件、議案１０件を日程

に追加し、直ちに議題とすることに決定しました。 

 

◎同意第１５号の上程、説明、採決 

○議長（村田 定君）  追加日程第１、同意第１５号 愛荘町教育委員会委員の任命

につき同意を求めることについてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（有村国知君）  それでは、同意第１５号について説明をさせていただきます。 

 同意第１５号は、愛荘町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについてで

ございます。 

 このたび、現委員の八島琢磨氏が令和４年３月２８日をもって任期が満了すること

から、新たに黒川泰守氏をお願いするもので、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第４条第２項の規定により町長が議会の同意を得て任命することからお願いする

ものです。 

 住所、生年月日は議案書に記載のとおりでございます。 

 黒川泰守氏は、人格が高潔で、教育に対する意識が高く、家業の飲食業においては

コロナ禍での工夫を凝らした経営手腕を発揮され、また町においても観光協会の理事

や商工会員として御活躍いただいております。現在、秦荘東小学校及び秦荘中学校の

子供の保護者であり、保護者の立場に立った教育に対する御意見の聴取が頂けるもの

です。愛荘町の教育理念、人が輝き人が育つ未来を拓く愛荘の教育のもと、本町のさ

らなる向上に向け、御活躍を御期待するところです。 

 任期は、令和４年３月２９日から令和８年３月２８日までの４年間でございます。 

 何とぞ御同意を頂きますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（村田 定君）  本件を含め、４件の人事案件の質疑、討論を省略しますが、

御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（村田 定君）  異議なしと認め、質疑、討論を省略します。 

 これより同意第１５号を採決します。本案は、これに同意することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  全員起立であります。よって、同意第１５号 愛荘町教育委

員会委員の任命につき同意を求めることについては、これに同意することに決定しま

した。 

 

◎同意第１６号～第１８号の上程、説明、採決 

○議長（村田 定君）  追加日程第２、同意第１６号 愛荘町職員懲戒審査委員会委

員の選任につき同意を求めることについてから追加日程第４、同意第１８号 愛荘町

職員懲戒審査委員会委員の選任につき同意を求めることについてまでを一括議題とし

ます。 

 本案について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（有村国知君）  愛荘町職員懲戒審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ

とについて、同意第１６号から同意第１８号までを一括して提案説明を申し上げます。 

 愛荘町職員懲戒審査委員会委員の選任につき同意を求めることについてでございま

す。懲戒審査委員会は、地方自治法施行規則規定第１７条第５項の規定に基づきまし

て、委員３人をもって組織し、委員は職員のうちから１人及び学識経験を有する者の

うちから２人をもって構成することとなっており、町長において議会の同意を得て命

ずることとなっております。 

 令和４年度３月３１日をもって現在の委員が任期満了を迎えることから、新たに委

員３人につきまして、議会の同意をお願いするものでございます。 

 議案書２ページでございます。 

 同意第１６号 愛荘町職員懲戒審査委員会委員の選任につき同意を求めることにつ

いてでございますが、武永 淳氏、住所、生年月日は議案書に記載のとおりでござい

ます。 

 ３期目をお願いするものでございまして、現在、滋賀大学及び関西大学の講師とし

て御活躍されており、識見豊かで、憲法、行政法などのほか、地方行政に精通されて

おられる方でございます。どうぞよろしくお願いを申し上げます。 
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 議案書３ページでございます。 

 次に、同意第１７号 愛荘町職員懲戒審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ

とについてでございますが、生駒英司氏、住所、生年月日は議案書に記載のとおりで

ございます。 

 ７期目をお願いするものでございまして、弁護士として御活躍され、労働法などに

精通されておられる方でございます。 

 議案書４ページでございます。 

 次に、同意第１８号 愛荘町職員懲戒審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ

とについてでございますが、職員代表といたしまして、青木清司氏、住所、生年月日

は議案書に記載のとおりでございます。 

 任期につきましては、いずれも令和４年４月１日から令和６年３月３１日までの２

年間でございます。どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（村田 定君）  人事案件につき、質疑、討論を省略し、これより同意第１６

号を採決します。 

 本案は、これに同意することに賛成の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  全員起立であります。よって、同意第１６号 愛荘町職員懲

戒審査委員会委員の選任につき同意を求めることについては、これに同意することに

決定しました。 

 次に、同意第１７号を採決します。 

 本案は、これに同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立全員であります。よって、同意第１７号 愛荘町職員懲

戒審査委員会委員の選任につき同意を求めることについては、これに決定しました。 

 次に、同意第１８号を採決します。 

 本案は、これに同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立全員であります。よって、同意第１８号 愛荘町職員懲

戒審査委員会委員の選任につき同意を求めることについては、これに同意することに

決定しました。 
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◎議案第１４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（村田 定君）  追加日程第５、議案第１４号 愛荘町職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例を議題にします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。総務政策監。 

○総務政策監（青木清司君）  それでは、提案書５ページと説明資料の１ページをお

願いをいたします。議案第１４号 愛荘町職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例を提出させていただきます。 

 愛荘町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例。 

 愛荘町職員の給与に関する条例の一部を次のように改正するものでございます。説

明資料の１ページを御覧を頂きたいと思います。 

 改正をする理由でございますが、令和３年度人事院の勧告に基づき、一般職の職員

の給与に関する法律等の一部を改正する法律が閣議決定されたことによりまして、こ

れに準じて、愛荘町の関係する条例の一部を改正するものでございます。 

 改正する条例の要旨でございますが、第１条、第２２条第２項期末手当の改正、年

間期末勤勉手当「４.４５か月」を「４.３０月分」とするものでございます。令和４

年６月期及び１２月期支給分期末手当「１００分の１２７.５」を「１００分の１２０.

０」にするものでございます。 

 次ページにつきましては、新旧対照表でございます。５ページ、議案書に戻ってい

ただきまして、付則としまして、施行の期日は公布の日から、令和４年６月に支給す

る期末手当に関する特例措置が２項から、次のページに移って記入をしております。

最後の段で、規則への委任ということで、それぞれ御確認を頂きたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（村田 定君）  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。初めに反対討論はありませんか。１１番、瀧 すみ江君。 

○１１番（瀧 すみ江君）  １１番、瀧 すみ江。議案第１４号 愛荘町職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例に対して反対を表明します。 

 この内容については、理由に書かれていますけれども、令和３年度人事院の勧告に
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基づき、一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律が閣議決定された

ことにより、これに準じて関係する条例の一部を改正するというものです。内容は、

令和３年度の期末手当の「４.４５月」を令和４年度は「４.３０月」に引き下げると

いう内容です。公務員の給与水準を維持し、一般の給与水準を公務員に合わせて引き

上げるということが今、このコロナ禍においては特に必要であるということを思いま

すので、そのことを訴えて反対討論といたします。 

○議長（村田 定君）  次に賛成討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第１４号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の諸

君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立多数です。よって、議案第１４号 愛荘町職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 

 

◎議案第１５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（村田 定君）  追加日程第６、議案第１５号 愛荘町特別職の職員で常勤の

ものの給与および旅費に関する条例の一部を改正する条例を議題にします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。総務政策監。 

○総務政策監（青木清司君）  それでは、議案書７ページと説明資料の３ページをお

願いをいたします。 

 議案第１５号 愛荘町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関する条例の

一部を改正する条例を提出するものでございます。 

 愛荘町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関する条例の一部を次のよう

に改正する。 

 説明資料の３ページをお願いをいたします。 

 改正する理由でございますが、議案第１４号と同様に、令和３年度人事院の勧告が

閣議決定されたことにより、愛荘町の条例の一部を改正するものでございます。 

 改正する条例の要旨でございます。第１条、第２条第２項令和４年度６月期及び１

２月期支給分期末手当を「１００分の１６７.５」から「１００分の１６２.５」に改
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正するものでございます。 

 次の４ページに、新旧対照表でございます。 

 また、議案書に戻っていただきまして、付則としまして、施行期日につきましては、

公布の日から施行するものでございます。 

 令和４年６月に支給する期末手当に関する特例措置は２項で、規則への委任につき

ましては３項でうたわれているものでございます。よろしくお願いをいたします。 

○議長（村田 定君）  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。初めに反対討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  次に賛成討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第１５号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の諸

君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立全員であります。よって、議案第１５号 愛荘町特別職

の職員で常勤のものの給与および旅費に関する条例の一部を改正する条例は、原案の

とおり可決されました。 

 

◎議案第１６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（村田 定君）  追加日程第７、議案第１６号 愛荘町職員の育児休業等に関

する条例の一部を改正する条例を議題にします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。総務政策監。 

○総務政策監（青木清司君）  それでは、議案書８ページ、説明資料の５ページをお

願いをいたします。 

 議案第１６号 愛荘町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につい

て提出をしていただきます。 

 愛荘町職員の育児休業に関する条例の一部を次のように改正するものでございます。 
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 説明資料をお願いをいたします。改正する理由でございます。人事院規則の一部を

改正する人事院規則が交付されるとともに、非常勤職員の勤務時間及び休暇の運用に

ついての一部改正及び育児休業等の運用についての一部改正について発出されたこと

を受け、町条例についても同様の整理を行うため改正するものでございます。 

 次のページの新旧対照表を御覧を頂きたいと思います。 

 まず、現行の第２条でございますが、（ア）の部分の「特定職に引き続き」を「引き

続いて任命権者を同じくする職（「特定職」）」に改めるものでございまして、それが６

ページの新旧対照左の現行、そして右側の改正後でございます。 

 それと、次のページの７ページの第１９条第２号中、「次のいずれにも該当する」を

「勤務日の日数および勤務日ごとの勤務時間を考慮して規則で定める」に改めるもの

でございます。同号（ア）及び（イ）を削るもので、７ページが、左が現行、右が改

正後の新旧対照表でございます。 

 議案書に戻っていただきまして、中段でございます。妊娠または出産等についての

申出があった場合における措置等は第２３条で、勤務環境の整備に関する措置につき

ましては第２４条で、それぞれうたわれているものでございます。 

 付則としまして、この条例は令和４年４月１日から施行するものでございます。よ

ろしくお願いをいたします。 

○議長（村田 定君）  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。１３番、辰

己 保君。 

○１３番（辰己 保君）  １３番、辰己。議案第１６号は、会計年度任用職員に当て

はめていくというものだろうと思いますので、当然、会計年度任用職員は地公法に基

づいて職務するということなのでいいんですが、ただ細かく見ると、今議案でいう第

２条の４号（ア）についても、「養育する子が１歳６か月に達する日」とかというふう

に書いてあるんです。その末尾に、「引き続いて任命権者を同じくする職に採用されな

いことが明らかでない非常勤職員」。ちょっと１歳６か月、要するに再任用職員は１年

限りになるんです。この条文でいくと、１年６か月に達する日とか何とかあるわけで、

しかも、「引き続いて任命権者を同じくする職（以下「特定職」という。）に」と書か

れてるんですが、採用されないことが明らかでない非常勤職員、どういう解釈という

のがさっぱり分からないので、ちょっとその説明をお願いしたいと思います。 

 １９条、改正後は、２号で「勤務日の日数および勤務日ごとの勤務時間を考慮して
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規則で定める非常勤職員以外の非常勤職員（再任用短時間勤務職員等を除く。）」と書

いてあるので、一体どういう職種になっていくのか皆目見当がつかないというふうに

思っています。当然、再任用職員、パートタイム、フルタイムであろうと、こういう

ものが拡大されていくというのか、適用されていくことは望ましいことなんですが、

もう少しここの運用、要するに条文解釈、これを先にお願いしたいと思います。 

○議長（村田 定君）  経営戦略課長。 

○経営戦略課長（生駒秀嘉君）  それでは、１点目ですけれども、「任命権者を同じ

くする職に引き続き採用されないことが明らかでない」という部分でございます。 

 非常に難しい部分でございますけれども、簡潔に申しますと、育児休業取得時点で

認められますのは、現任期の末日、多いのが、例えば令和４年ですと３月３１日とな

るんですけれども、その現任期の末日の翌日から新たな雇用が始まれば、再度育児休

業が認められるというような考え方でございます。 

 それと、もう１点ですけれども、７ページの議案書の新旧対照表の１９条の２号の

部分を言っていただいているというふうに思います。この部分について、イの部分で

ございますけれども、規則に定める非常勤職員の部分については、今回改正の部分で

はございません。そのアの「特定職に引き続き在職した期間が１年以上である非常勤」

という部分が削除されたことによります修正ということになってございますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 内容につきましてはですけれども、育児休業取れる会計年度任用職員につきまして

は、勤務日が週３日以上、または年１２１日以上であるというようなところについて

規則等で定めているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（村田 定君）  １３番、辰己 保君。 

○１３番（辰己 保君）  いずれにしても、こういうふうに拡大されるのはいいんで

す。でも、今現在、皆さんも御存じのように、幼稚園や保育園、こういう現場では、

要するに、別にそこに限定しなくても、各部署同じことだと思うんですよ。要するに、

産休や育休はそういう状態、過程になると、職員さんがそれを取ると、当然、補充職

員というものが働きます。特に現場ではどうするかということが問われているので、

そういう協議はどうなるんだろうというのがこの条例改正に対する勘どころというか、

聞きどころなんです。 
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 要するに、今でもシフトを敷いたりいろんなことを考慮しなきゃならない。じゃ、

パートタイムの人を多く雇えば、１日に２人もしくは３人雇わなきゃならない。フル

タイムなら一定対応できるんですが、延長保育といいますか、そういう部分でフォロ

ーが要ります。どうしても、フルタイムであっても、非正規、非常勤職員を２人もし

くは３人の雇用を要するわけです、１日のシフトにも。 

 そういう中で、今、正規職員さんがこうした産休や育休を捉えたときにフォローを

する職員さんを確保すること自体も大変だという事態、この実態を逆に言えば、非常

勤職員で充当率を高めていると、要するにこの町の事業を支えているという中で、一

体こうした運用をする上で何が必要になってくるのか、次に。これを保障する環境を

つくろうということですね。要するに、２４条では、研修やらそういう整備やいろん

なことをしていこうということが押さえられています。そういう現実の今持っている

課題をこれに当てはめていけば、どういう問題が新たに来るのかということが、どの

ように考えられているのか、当局が。そして、そのための課題やいろんな問題をどう

いうふうに解決していこうとしているのか。それが２４条だと思うんで、ちょっとそ

の点をお聞きしておきたいと思います。 

○議長（村田 定君）  経営戦略課長。 

○経営戦略課長（生駒秀嘉君）  ありがとうございます。保育、幼稚園の現場につき

ましては、いろいろとお話のほう、ヒアリング等させていただいております。そうい

った中でいろいろと改善のほうもさせていただいているところでございます。 

 会計年度につきましても、やはりいろんな雇い方等ございます。延長とか加配とか、

いろんな状況がございます中で、やっぱり会計年度も一定必要であるというところで

ございます。今も、制度拡充を国のほうもしていただいたというところがございまし

て、そういったところをしっかりと対象者の方に説明をさせていただくということ。

それと、相談体制もしっかりと受けるというところも制度的にしっかりと構築をさせ

ていただいた中で、会計年度が不利益を被らないように、こういった制度の運用をし

っかりとしていきたいなというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（村田 定君）  １３番、辰己 保君。 

○１３番（辰己 保君）  所管が頑張って答弁をしていただいているのに、非常に大

変だなと思うんですよ。４月１日施行なんですよ。副町長かそういう評価をする立場
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にある人、職員評価を。そういう人が、これも含めて、町長も当然です。そこの町長

か副町長、そこがしっかりと今後、今町の持っている課題とこれを進めていく上での

課題、こういうものをつかんでおられると思うので、だからそこの点を聞いているん

です。だから、副町長でもいいし、町長でもいい。これは、そこが２人がどちらかが

答えないと、答えられる範囲やないと思っています。 

○議長（村田 定君）  副町長。 

○副町長（中西 功君）  御質問ありがとうございます。御答弁申し上げます。 

 職員の適正な配置、正規職員と非正規職員の適正な配置ということにつきましては、

常に考えていかないといけない事象でございますので、この年度、それぞれの新年度

の体制を考えていく段階で、その対応については現場のヒアリング等もさせていただ

いて考えているところでございます。また、定年の延長の制度も今後導入されてまい

りますので、そういったことも踏まえて、職員の適正な人数と配置について検討をさ

せていただいているところでございます。 

 今回の条例につきましては、そういった中で、会計年度職員の皆さんにも育児休業

等を取っていただくのが広がるということですから、それについて、制度を知らなく

て使えなかったということがあってもいけませんし、そういった困り事についてもし

っかりと相談をしていくというのが、この設けられている条文ということで理解をし

ておりますので、正規職員も、あるいは会計年度の職員さんも、こういった制度がき

ちんと使っていただけるようにということに引き続き努めてまいりたいというふうに

存じます。 

○議長（村田 定君）  １３番、辰己 保君。 

○１３番（辰己 保君）  何が課題なのか、今現状でというところを１つも答えられ

ていない。要するに、条例における抽象的な答弁で終わっている。ほんまにこの現状

を知っているのか、愛荘町の実態をということを言わざるを得ない。しかも、要する

にパートタイム任用職員は兼業ができるんですよ。本当にそのパートタイム任用職員

が、こういうものと含めて、私は、任用職員も本当に整理が要るだろうと思う。また、

そういう面では研修をしっかりされたらいいと思うんですよね。 

 でも、今の現状が大変だと。大変というのはごめん、それは認識の問題だから、行

政のほうが大変だと思っていなかったらあかんので、ちょっと認識が違いの問題。今

の現状をどう課題があるのか、その解決のために何が必要なのか、せめてそこは答弁
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いただきたいと思う。 

○議長（村田 定君）  副町長。 

○副町長（中西 功君）  御答弁いたします。先ほどは答弁が至らず申し訳ございま

せんでした。 

 特に保育現場、つくし保育園ですとか幼稚園の現状をお聞きしてますと、会計年度

任用職員のお力を頂いて現場が回っている状況というのは承知はしてございます。 

 ただ、会計年度任用職員としてお勤めいただいている方には、なかなか週５日フル

タイムで仕事するのはなかなかしんどいなということで、逆に週短い日で、あるいは

短い時間でということを御希望される方もございますので、それについては御希望さ

れるニーズと合わせた働き方というものを一方で提供することも必要だろうと思って

おります。 

 いずれにいたしましても、現場がなかなか大変な状況といいますか、今回のコロナ

の関係でもですね、職員が感染、あるいは家族の方が感染された場合に出勤できない

ということで、なかなか難しい中シフトを組んでいただいてこの冬を乗り切っていた

だいたという現状は承知をしてございます。 

○議長（村田 定君）  これで質疑を終わります。 

 これより討論に入ります。初めに反対討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  次に賛成討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第１６号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の諸

君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立全員であります。よって、議案第１６号 愛荘町職員の

育児休業等に関する条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 

 

◎議案第１７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（村田 定君）  追加日程第８、議案第１７号 愛荘町消防団員等公務災害補

償条例の一部を改正する条例を議題とします。 
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 本案について提案理由の説明を求めます。総務政策監。 

○総務政策監（青木清司君）  それでは、議案書１０ページ、説明資料９ページをお

開きを頂きたいと思います。 

 議案書、議案第１７号 愛荘町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

について提出をさせていただきます。 

 愛荘町消防団員等公務災害補償条例の一部を次のように改正するものでございます。 

 説明資料９ページでございます。改正する理由でございます。上位法の責任共済法

第５５条第１項の改正に伴い、消防団員等公務災害補償を受ける権利を担保するとす

る特例を定めた愛荘町消防団員等公務災害補償条例第３項第２項ただし書を削除する

ものでございます。 

 次のページの新旧対照表を見ていただきたいと思います。現行のただし書を改正後

削るものでございます。 

 付則としまして、施行期日につきましては令和４年４月１日から施行するもので、

経過措置につきましては、議案書２項、３項のとおりでございます。よろしく御審議

のほどお願い申し上げます。 

○議長（村田 定君）  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。初めに反対討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  次に賛成討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第１７号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の諸

君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立全員であります。よって、議案第１７号 愛荘町消防団

員等公務災害補償条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 

 

◎議案第１８号～第１９号の上程、説明、質疑、討論、採決 
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○議長（村田 定君）  追加日程第９、議案第１８号 契約の締結につき議決を求め

ることについて、追加日程第１０、議案第１９号 契約の締結につき議決を求めるこ

とについてまで一括議題にします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。教育次長。 

○教育次長（上林市治君）  議案書１１ページをお願いいたします。 

 議案第１８号でございます。契約の締結につき議決を求めることについて。 

 次のように変更請負契約を締結することにつき、地方自治法第９６条第１項第５号

並びに愛荘町議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関する条例第

２条の規定により、議決を求めるものでございます。 

 変更理由でございますけれども、愛知中学校体育館のスクリーンの新設をお願いす

るものでございます。 

 １、契約の目的、令和元年度工事第３０号、愛知中学校校舎等大規模増改築工事（建

築）でございます。 

 変更契約の金額、変更前の契約金額１９億２,１０３万１,２００円。変更後の契約

金額１９億２,２６２万２,９００円。 

 契約の相手方、住所、滋賀県蒲生郡日野町松尾５丁目１番地。氏名、奥田・伊藤建

設工事共同企業体。代表取締役、北川昭市。 

 続きまして、１２ページをお願いいたします。議案第１９号 契約の締結につき議

決を求めることについてでございます。 

 次のように変更請負契約を締結することにつき、地方自治法第９６条第１項第５号

並びに愛荘町議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関する条例第

２条の規定により議決を求めるものでございます。 

 変更の理由でございますけれども、避難誘導灯の増設を５か所お願いするものでご

ざいます。 

 契約の目的、令和元年度、工事第３１号、愛知中学校校舎等大規模増改築工事（電

気設備）でございます。 

 変更契約の金額、変更前の契約金額４億４,９０５万８００円、変更後の契約金額４

億４,９９０万９,９００円。 

 契約の相手方、住所、滋賀県大津市晴嵐１丁目３番１５号。氏名、株式会社ケイテ

ック。代表取締役、草野吉方でございます。 
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 どうぞよろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（村田 定君）  これより議案第１８号、議案第１９号の質疑に入ります。質

疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。初めに反対討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  次に賛成討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第１８号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の諸

君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立全員であります。よって、議案第１８号 契約の締結に

つき議決を求めることについては、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１９号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立全員であります。よって、議案第１９号 契約の締結に

つき議決を求めることについては、原案のとおり可決されました。 

 

○議長（村田 定君）  暫時休憩をします。再開を１時１０分といたします。 

休憩 午後０時１１分 

再開 午後１時１０分 

○議長（村田 定君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

◎議案第２０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（村田 定君）  追加日程第１１、議案第２０号 令和３年度愛荘町一般会計

補正予算（第１０号）を議題にします。 

 本案についての提案理由の説明を求めます。総務政策監。 
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○総務政策監（青木清司君）  それでは、補正予算書（令和３年度）をお願いをいた

します。 

 めくっていただきまして、議案第２０号 令和３年度愛荘町一般会計補正予算（第

１０号）でございます。 

 歳入歳出予算の補正、第１条でございます。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ５,６５７万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１３

億６,３５３万１,０００円とするものでございます。 

 次の２ページ、３ページが歳入歳出の第１表でございます。 

 次に、４ページの第２表 繰越明許費でございます。翌年度に繰り越して使用する

ことができる経費、総務費、電算システム開発業務委託事業２７３万２,０００円。民

生費、子育て世帯臨時特別給付金給付事業５０７万円。土木費、町道長野外周道路３

号線道路改良事業１,２００万円。教育費、教育施設アフターコロナ対策事業８２９万

４,０００円。幼稚園小学校ＬＥＤ照明・トイレ改修事業４,９１６万３,０００円。災

害復旧費、農地等災害復旧事業７２９万１,０００円を翌年度に繰り越すものでござい

ます。 

 次のページ、５ページの第３表 地方債の補正変更でございます。 

 起債の目的、学校教育施設等整備事業債９,４２０万円を１億２,２００万円に、防

災減災国土強靱化緊急対策事業債１億９,７００万円を１億９,９６０万円に追加する

ものでございます。 

 起債の方法、利率、償還の方法につきましては変更はございません。 

 次に、８ページをお願いをいたします。８ページの事項別明細書、歳入でございま

す。１４款国庫支出金３目災害復旧費国庫負担金４３０万３,０００円、農地等災害復

旧事業費負担金で、追加でございます。 

 次、１目総務費国庫補助金２７３万２,０００円の追加は、社会保障・税番号制度シ

ステム整備費補助金でございます。８目教育費国庫補助金１,９１４万３,０００円の

追加は、公立学校施設整備費補助金１,５５４万３,０００円と学校保健特別対策事業

費補助金３６０万円の追加でございます。 

 次に、２１款町債６目教育債３,０４０万円の追加は、学校教育施設等整備事業債２,

７８０万円と、防災・減災・国土強靱化緊急対策事業債２６０万円の追加でございま

す。 



- 232 - 

 次のページ、歳出でございます。２款総務費７目電子計算費２７３万２,０００円の

追加は、国庫支出金１０分の１０の財源でございまして、繰越事業でございます。 

 次に、３款民生費７目国民健康保健費４７５万８,０００円の追加は、国保会計への

繰り出しでございます。 

 ８目土木費２目下水道費２万７,０００円は、下水道会計への繰り出しでございます。 

 １０款教育費３目教育振興費８２９万４,０００円は、国庫支出金３６０万円の財源

としまして、来年度への繰越しでございます。 

 次、めくっていただきまして、４目学校建設費４,９１６万３,０００円は、国庫支

出金１,５５４万３,０００円と地方債３,０４０万円を財源としまして４,９１６万３,

０００円の追加、繰越事業でございます。 

 １１款災害復旧費１目農地等災害復旧費７２９万１,０００円は、国庫支出金４３０

万３,０００円の財源で繰越事業でございます。 

 １３款諸支出金１目財政調整基金費１,５６８万７,０００円の減額でございます。 

 以上、一般会計補正予算（第１０号）でございます。よろしく御審議のほどお願い

申し上げます。 

○議長（村田 定君）  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。１１番、瀧

 すみ江君。 

○１１番（瀧 すみ江君）  １１番、瀧です。議案書の９ページの、歳出の場合です

と９ページですけれども、電算システム開発業務委託料のところなんですけれども、

全協でお聞きしましたように、これは国の１０分の１０の補助金を得て、転入転出手

続のワンストップ化に向けた準備のためのシステム改修ということをされるという説

明でした。これは繰越明許になっていますので、令和４年度で進められると思うんで

すけれども、このワンストップ化に向けた計画、そして、これは準備ということで、

２７３万２,０００円ですか、になっていますけれども、これ全国をもうマイナポータ

ルで、オンラインで転出届、転入予約なんか行うんで、全国同じようなシステムにす

るのではないかと思うんですけれども、そういうことになると物すごく大規模なとい

うことになりますし、見込まれる金額なんかについても、もし分かっていたら答弁を

お願いします。 

○議長（村田 定君）  経営戦略課長。 

○経営戦略課長（生駒秀嘉君）  お答えをさせていただきます。 
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 議員おっしゃっていましたように、このワンストップのシステムにつきましては、

国が一括で進めているというようなことでございます。そういった中で、国の１０分

の１０、１００％の補助を受けまして、３年度の補正で繰り越して４年度中に実施せ

よというようなことでございます。改修自体につきましては令和４年度中に実施をさ

せていただくというところでございますけれども、ただこのシステムを動かすとなり

ますと、国が運営します、先ほど言っていただきましたマイナポータルと町のシステ

ムとのネットワーク化が必要となってきますので、そのネットワーク化の導入がない

と、基本的にはこのシステムを動かないというところがございますので、この部分に

ついては、６町クラウドの共同事業というところで進めさせていただきたいと思って

おりますので、足並みをそろえさせていただいて、できれば４年度中の実施というと

ころで調整をしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（村田 定君）  １１番、瀧 すみ江君。 

○１１番（瀧 すみ江君）  さっきから言っていますけど、マイナポータルを使って

オンラインでそういうことを、転出、転入ということでされるようになると、このマ

イナポータルとデジタル庁とつながれるものなんで、これを使うということは結局、

転出証明書情報というので名前とか生年月日と、これ、転出先とかそういう転出の予

定年月日とかいろんなものがマイナポータルを通じてデジタル庁に行くんですよね。

それで、そういう町で、町だけが知り得ることができる情報というのが、町の場合は

そこの場所でとどめておいて、やっぱり個人情報ですからという場合が、そういうふ

うになっていると思うんですけど、そうするともう国までもう行ってしまうという、

そういうことになるんですけど、国のやることと言えば、それで、そのようにしなき

ゃいけないということもあるかもわかりませんけど、一般的に考えてこういうふうな

ことになると、個人情報というのは守られるのかどうかということについて見解をお

伺いします。 

○議長（村田 定君）  経営戦略課長。 

○経営戦略課長（生駒秀嘉君）  セキュリティーにつきましては、国のほうがいろん

な法整備をしていただいている中で、しっかりと町のほうでも、それに対応するとい

うところになります。それとまた、Ｊ－ＬＩＳというところで、専属の国の属してい

る機関が、専門的な知識を持ちながら、セキュリティーも含めてですけれども、運営

のほうをしていただいているというところでございます。 
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 特に技術改新等に伴いまして、情報セキュリティーについては対策を講じておりま

して、マイナンバー制度につきましては、情報を一元管理するようなことはしており

ませんので、国においてデータベースをつくるのではなくて、情報の管理に当たりま

しては、町などで管理していた個人情報は引き続きその町などが管理させていただい

て、必要な情報を必要なときだけやり取りする分散管理という仕組みになってござい

ますので、その点もよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（村田 定君）  １１番、瀧 すみ江君。 

○１１番（瀧 すみ江君）  そのデジタル庁であっても、それはやっぱり国が言って

ますのは、やはりそういうのを企業なり、つまり公務員じゃなくて一般のそういう企

業もそういうところにデジタル庁に関わっているんで、つまりそういう開示するとき

にその個人情報なり開示する、町じゃないですよ、デジタル庁がですよ、そこで、そ

の段階で開示するときって、その個人の承諾を得なくてもできるということがよく書

いてるんです。すると、やはり個人情報というのはどうなるんでしょうかということ

をもう一遍答弁お願いしたいと思います。やはり個人情報なんで、個人の承諾を得な

いとそういうことは開示できないと思うんですけど、どうなんでしょうか。 

○議長（村田 定君）  経営戦略課長。 

○経営戦略課長（生駒秀嘉君）  個人情報の開示につきましては、個人情報の保護条

例または国の整備しております法律に基づいて実施しているというような状況でござ

います。 

 今後、来年度ですけれども、個人情報の保護法につきましては大きな改正がござい

ますので、そういったところも踏まえまして、町においてもしっかりと条例改正等さ

せていただきたいと思いますので、御理解よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（村田 定君）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  これで質疑を終わります。 

 これより討論に入ります。初めに反対討論はありませんか。１１番、瀧 すみ江君。 

○１１番（瀧 すみ江君）  １１番、瀧 すみ江。議案第２０号 令和３年度愛荘町

一般会計補正予算（第１０号）に対し、反対を表明します。 

 本議案のほとんどの内容には賛成します。しかし、社会保障・税番号制度システム

整備費補助金により、転入転出手続のワンストップ化に向けた準備のためのシステム
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改修を実施するための内容には反対します。 

 マイナンバーカード所持者が、マイナポータルからオンラインで転出届、転入予約

を行い、転入地市区町村があらかじめ通知された転出証明書情報により事前準備を行

うことで、転出転入手続の時間短縮化、ワンストップ化を図るというもので、そのシ

ステム改修です。政府は、マイナポータルを入り口とした情報連携を拡大させ、あら

ゆるデータを行政側に集積させようとしています。このために、政府がマイナンバー

カード所持者を増やすことに躍起になっています。マイナンバーカードを押しつける

ため、行政手続のオンライン化など行政の効率化が行われようとしていますが、それ

は行政と住民をつなぐ窓口業務の削減と一体のものです。デジタル技術を使える人と

使えない人の間で、行政サービスに格差があってはならないものです。的確な住民サ

ービスが受けられなくなる危険性があり、同時に地方公務員の削減にもつながりかね

ないことを訴え、反対討論といたします。 

○議長（村田 定君）  次に賛成討論はありませんか。６番、森野 隆君。 

○６番（森野 隆君）  議案第２０号 令和３年度愛荘町一般会計補正予算（第１０

号）について、賛成討論を行います。 

 今回の補正予算につきましては、愛知川東小学校、秦荘幼稚園、愛知川幼稚園の環

境整備として、校舎、園舎等の照明を蛍光灯からＬＥＤ照明に変更するための工事、

小中学校の新型コロナウイルス感染症対策のための経費、転入転出手続のワンストッ

プ化に向けた準備のためのシステム改修に実施するための経費の計上、今年度発生し

た８月豪雨により、被害を受けた農地、農業用施設の災害復旧工事費の計上であり、

財源として国の補正予算等を活用した予算構成を図り、繰越しの手続を適切に行われ

ております。 

 今後も、新型コロナウイルス感染症から住民生活を守るため、万全の対策を行って

いただくとともに、本件補正予算は、令和４年度の新年度につながる重要な補正でも

あることから、引き続き適切な予算執行、予算管理をお願いし、各議員におかれまし

ても御賛同をお願いし、賛成討論を終わります。 

○議長（村田 定君）  ほかに討論ありませんか。７番、上田太治君。 

○７番（上田太治君）  令和３年度一般会計補正予算について、反対の立場から討論

をいたします。 

 町政を円滑に運営するための予算についてはおおむね賛成でありますが、令和４年
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度一般会計当初予算でも反対したように、町民や町民の代弁者である議員の切実なる

要望や提案に対し、僅かでも聞く耳を持ってもらえるものと一抹の期待をしておりま

したが、それらの切実な要望はことごとくはねのけられ、当補正予算にはみじんも盛

り込まれていません。 

 議員各位についても、町民の代弁者として要望や提案をしたことをことごとく否認

されたことを十分鑑み、当補正予算について反対されることを要望し、反対の討論と

します。 

○議長（村田 定君）  ほかに討論ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  これで討論を終わります。 

 これより議案第２０号を採決をします。本案は原案のとおり決定することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立多数です。よって、議案第２０号 令和３年度愛荘町一

般会計補正予算（第１０号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎議案第２１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（村田 定君）  追加日程第１２、議案第２１号 令和３年度愛荘町国民健康

保険事業特別会計補正予算（第５号）を議題にします。 

 本案についての提案理由の説明を求めます。福祉政策監。 

○福祉政策監兼ワクチン接種推進室長（森 まゆみ君）  それでは、議案第２１号 令

和３年度愛荘町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）について御説明申し上

げます。 

 補正予算書の１１ページをお開きください。令和３年度愛荘町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによるものです。 

 歳入歳出予算の補正第１条としまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５

６６万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億１,８０

３万２,０００円とするものでございます。 

 事項別明細書１６ページをお開きください。今回の補正予算につきましては、令和

３年度愛荘町、国民健康保険給付対策費補助金の交付決定見込みにより、関連する予
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算について措置をするため、補正をお願いするものでございます。 

 歳入の部でございます。７款県支出金２項県補助金２目県補助金１節の保険給付費

対策補助金９０万６,０００円の増額は、県補助金の交付見込みにより追加するもので

ございます。 

 その下の１０款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金４７５万８,０００円

の増額は、一般会計繰入金として福祉医療波及分の見込みにより追加をさせていただ

くものでございます。 

 次に、歳出の部でございます。３款国民健康保険事業費納付金１項医療給付費分１

目一般被保険者医療給付費分については財源更正でございます。 

 １０款諸支出金２項基金積立金１目財政調整基金積立金の５６６万４,０００円の

増額は、国民健康保険給付対策費補助金の増額により財政調整基金へ積み立てるため、

追加をさせていただくものでございます。 

 以上で、令和３年度愛荘町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）の概要で

ございます。どうぞよろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（村田 定君）  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。１３番、辰己

 保君。 

○１３番（辰己 保君）  １３番、辰己。今、補正後の説明を頂きました。それで、

歳入においての説明が、県の保険給付費に対策の補助として頂いているというものが

９０万６,０００円。一般会計の繰入金の説明は、地方単独事業、福祉医療の増加に伴

う町負担額の増額、要するに、国保会計に負担を負わせると、福祉事業として。だか

ら、その分を一般会計から繰り入れると、国保会計に。 

 となると、要するに県の統一に基づいた会計処理されているわけで、町単独の事業

において国保会計に過不足が生じるということの、言うたら、不足が生じるというこ

とで補塡をしているわけで、全体、今言うように、もう一遍戻りますが、県の統一化

的な事業をしているときに、県に納付するという金額に値するわけです、これでいけ

ば。それが、結果的に歳出では基金積立てになっていくというのが説明と歳出のとこ

ろで、ちょっと私自身は道理がないのではないかというふうに思うんですが、この点

についての答弁をお願いします。 

○議長（村田 定君）  住民課長。 

○住民課長（阪本 崇君）  今の御質問についてお答えさせていただきたいと思いま
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す。 

 今、歳入のほうで、県の支出金、補助金のほうが増額になったということで補正の

ほうをさせていただいているところでございます。この部分につきましては、マル福

の波及分ということで、県のほうが算出した金額に基づきまして、県から町のほうに

補助金を受けているような内容になっております。 

 また、それに伴う波及分というかマル福の補助金以外の部分についても、一般会計

からの繰入れをさせていただいているというような状況でございます。これにつきま

しては、国保の財政の安定化を図るために一般会計からの繰入れをしているというよ

うな状況でございます。 

 最終的には、当初の段階ではもちろん、支払う部分は支払うという部分で、県のほ

うに納付金等でお支払いしているような状況ではございますが、その部分、県が負担

しなければいけない部分について、補助金等で頂いているものでございますので、御

了解いただきたいと思います。 

○議長（村田 定君）  １３番、辰己 保君。 

○１３番（辰己 保君）  事務事業上そういうやりくりが行われるわけです。という

ことは、結果として当初予算で、要するに県への上納金等々、要するに必要とする歳

出、最低限。それは納付金と税金、ルール分と国保税の合算分を納付するということ

になるんだろうと思うんやね。そういう中で、あとの財源的なものは支払い基金団体

とかあるんだけど、でも今の説明でいくと、財政調整基金に結局年度末にやりくりし

てきたんだけど、出し入れさせてきたんだけど、年度末には、要するに余っちゃって、

貯金するしかないのよ、この処理。要するに、一般会計から繰り入れるには、そのま

ま一般会計にとどめ置くことができない、ルール上の理論上に基づいて国保会計に繰

り入れているわけだから、結果として、要するに当初の事業見込みはどうであるのか。 

 先ほど、令和４年度の当初予算のところでも言ったんだけど、要するに、県は地域

の、要するに愛荘町の実情に応じて国保税率を決めていただきたいということでしょ

う、あの言葉は。下げられるということを、税率を下げていけばいいということに、

私は改めてこの、補正５号が示していると。この部分ではかなり、４号でも指摘した

し、そして当初予算の審議のところでもそういうことを述べているし、一貫してこれ

がずっと続いているということにおいては、本当に国保運営委員会で、もっともっと

深掘りをしていただきたいと。要するに、確かに激変緩和措置等が講じられていると
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はいえ、本町がどうあるべきなのか。どうなっていくのか。そのことを本当に深掘り

されないと。こんな、申し訳ないけど、国保税ぎょうさん頂いていますというて、わ

ざわざ証明していただいているんで、これは真剣に本当に協議をしていただきたい。

そうせざるを得ない根拠を示していただきたい。どうでしょうか。ここにおいても財

調に組み込まなければならない理論的な根拠、お願いします。 

○議長（村田 定君）  住民課長。 

○住民課長（阪本 崇君）  今の御質問でございます。 

 今の現状としては、どうしても財政調整基金への積立てという形にはなってしまっ

ております。歳入に伴う歳出がそこまで見込めていないという部分が現実的なものか

なというふうに思っているところでございます。ただ、今の現状で申し上げますと、

県への統一化に向けての調整をしている状況の中で、税率の御質問と御指摘等もあっ

たかと思うんですけども、愛荘町としては、県内のほうでも低いほうの税率で、推移

のほうさせていただいているような状況でございます。 

 そういった中で、基金の活用という部分も視野に入れることも可能かというふうに

は思っているところではございますけども、統一化に向けたときに、急激な上昇がな

いように、税率のほうは調整をしていかなければいけないのかなというところで、運

営協議会等でも、協議のほうを図っているところでございます。 

 結果として、補助金、また一般会計からの繰入金等の中で、歳出の事業をしている、

そういった差引きの金額が財政調整基金に積み立てるという結果になってございます

ので、御了解いただけたらというふうに思います。 

○議長（村田 定君）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  これで質疑を終わります。 

 これより討論に入ります。初めに反対討論はありませんか。１３番、辰己 保君。 

○１３番（辰己 保君）  １３番、辰己。令和３年度愛荘町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第５号）について、反対を行います。 

 確かに、統一化によって本町の保険料がどの程度になっていくのかということは、

非常に気にするというのか、そういうところはあります。でも、現実の歳入歳出会計

の動きは、結果として、当初予算で歳入を低く見積もり、歳出を多く見積もる。これ

は当然、予算編成上、やむを得ないことでしょう。しかしそれが、その見込みがあま
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りにも大きく現れてきているのは、この間の同事業会計の補正であります。この方か

ら言えば、結果として、やはり被保険者に多くの負担をかけているということは間違

いないということをはっきりと申し上げておきたいと思います。 

 ですから、本当に今、国保税が大変になっている。当然国保税の中には、医療分と

支援分と介護分、こういう３本立てになっている中で負担が大きくなっていることも

確かです。しかし、こういう歳入歳出予算を明らかにされてくることは、やはりいま

一度、国保税の見直し、検討が必要だということを訴えて、討論といたします。 

○議長（村田 定君）  次に賛成討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  これで討論を終わります。 

 これより議案第２１号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の諸

君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立多数です。よって、議案第２１号 令和３年度愛荘町国

民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎議案第２２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（村田 定君）  追加日程第１３、議案第２２号 令和３年度愛荘町下水道事

業会計補正予算（第４号）を議題にします。 

 本案についての提案理由の説明を求めます。総務政策監。 

○総務政策監（青木清司君）  それでは、議案書１８ページをお願いをいたします。 

 議案第２２号 令和３年度愛荘町下水道事業会計補正予算（第４号）でございます。 

 第１条、令和３年度愛荘町下水道事業会計補正予算（第４号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 資本的収入及び支出の補正、第２条、令和３年度愛荘町下水道事業会計予算第４条

に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するものでございます。 

 まず、収入、第１款資本的収入２万７,０００円の追加でございます。 

 支出、第１款資本的支出２万７,０００円の追加でございます。 
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 ２４ページをお願いをいたします。２４ページ、実施計画の説明書でございます。 

 収入、１款資本的収入２目他会計補助金２万７,０００円の追加は、一般会計からの

繰入金でございます。 

 次のページの支出でございます。１款資本的支出１目企業債償還金２万７,０００円

は、下水道事業債償還元金でございます。 

 以上、説明とさせていただきます。よろしくお願いをいたします。 

○議長（村田 定君）  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。初めに反対討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  次に賛成討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第２２号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の諸

君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立全員であります。よって、議案第２２号 令和３年度愛

荘町下水道事業会計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎議案第２３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（村田 定君）  追加日程第１４、議案第２３号 令和４年度愛荘町一般会計

補正予算（第１号）を議題にします。 

 本案についての提案理由の説明を求めます。総務政策監。 

○総務政策監（青木清司君）  それでは、補正予算書（令和４年度）をお願いをいた

します。 

 めくっていただきまして、議案第２３号 令和４年度愛荘町一般会計補正予算（第

１号）でございます。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億３,９３

８万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１３億３,３３
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８万４,０００円とするものでございます。 

 次の２ページ、３ページは第１表の補正予算でございます。 

 次、６ページをお願いをいたします。６ページで事項別の明細書でございます。 

 歳入の部から、１４款国庫支出金１目民生費国庫支出金９７４万７,０００円の追加

は、児童福祉費負担金でございます。 

 次の段、１目総務費国庫補助金１億２,５２３万５,０００円は、社会保障・税番号

制度関係補助金３６９万７,０００円。地方創生推進交付金１,０７５万９,０００円。

地方創生臨時交付金１億１,０７７万９,０００円の追加でございます。８目教育費国

庫補助金２０８万円の追加は、公立学校情報機器整備費補助金１５８万円と、教育支

援体制整備事業費補助金５０万円の追加でございます。 

 次、１８款繰入金１目財政調整基金繰入金１億１７８万３,０００円は、財源調整で

ございます。 

 次のページ、２０款諸収入５目雑入５３万９,０００円につきましては、民生費雑入

でございます。 

 次、めくっていただきまして、８ページでございます。歳出の部でございます。２

款総務費１目一般管理費８７６万４,０００円の追加は、マイナポイント申込み支援事

業、テレワーク環境整備事業でございます。国庫支出金６２９万７,０００円の財源で

ございます。 

 ２目文書広報費１１０万円は、新型コロナ対策支援サイトのホームページの開業で

ございます。国庫６０万円の財源でございます。 

 ６目企画費２,３０１万８,０００円は、地域公共交通活性化事業並びに持続可能な

健康延伸プロジェクト事業でございます。財源に、国庫支出金１,１７５万９,０００

円でございます。 

 次のページ、１０目自治振興費１,０６０万円は、地域のきずなづくり支援交付金で

ございます。国庫６００万円の財源でございます。 

 次、３款民生費１０目福祉センター費５,０００万円は、ラポール秦荘ふれあい広場

のリニューアル工事でございます。国庫３,０００万円の財源でございます。 

 次、３款民生費１目児童福祉総務費２３１万円は、放課後児童支援員等の処遇改善

でございます。国庫２３１万円の財源でございます。 

 次、２目の児童福祉措置費７４３万７,０００円につきましては、保育士等の処遇改
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善で７４３万７,０００円の国庫財源でございます。 

 次、めくっていただきまして、６款農林水産業費３目農業振興費３００万円は、農

業経営安定対策事業でございます。国庫１５０万円の財源でございます。 

 次、７款商工費２目商工振興費２,９７９万１,０００円は、キャッシュレス決済ポ

イント還元事業に、国庫１,５００万円の財源でございます。 

 次、観光費４６０万３,０００円は、観光施設等受入環境整備業務等でございます。

２４０万円の国庫財源でございます。 

 次のページ、９款消防費３目防災対策費４２０万円は、避難所等の感染対策事業で

ございます。国庫２２０万円の財源でございます。 

 １０款教育費３目教育振興費５１４万５,０００円は、ＧｉＧＡ－Ｐｒｏスクールサ

ポーター会計年度任用職員の雇い上げ、幼稚園の感染対策事業、健康アプリの導入な

どでございます。国庫支出金２２８万円の財源でございます。 

 次、１２ページ、教育費でございます。９目文化振興費８,９４１万５,０００円は、

ハーティーセンター秦荘のトイレ改修分で、国庫４,９２７万９,０００円の財源でご

ざいます。 

 次のページ、１３ページから給与費明細書、１４ページ、１５ページとなっており

ますので、御確認のほうをお願いしたいと思います。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（村田 定君）  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。１１番、瀧

 すみ江君。 

○１１番（瀧 すみ江君）  １１番、瀧です。先ほどちょっと全協でお聞きしたこと

ですけれども、議案書８ページの企画費、健診予約システム構築業務委託料というと

ころでお聞きしたいと思います。 

 ちょっと先ほど説明も頂いたんですけど、私は健診のところにもマイナンバー制度、

マイナンバーが入ってくるということを以前から情報を聞いてまして、それに対して

懸念しているとこなんですけど、予約システムの構築ですか、このところには、そう

いう個人番号制度、それをマイナンバーカードなどの利用などは関係あるのかないの

か、答弁をお願いします。 

 

○議長（村田 定君）  暫時休憩します。 
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休憩 午後１時５３分 

再開 午後１時５５分 

○議長（村田 定君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

○議長（村田 定君）  健康推進課長。 

○健康推進課長（木村美紀君）  今ほど御質問がありました件についてお答えさせて

いただきます。 

 今回、開発をさせていただこうと思っております健診予約システムにつきましては、

マイナンバーとは一切関係のないものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（村田 定君）  ほか、質疑ありませんか。５番、村西作雄君。 

○５番（村西作雄君）  議案書９ページの自治振興費、地域のきずなづくり支援交付

金１,０６０万円についてお尋ねをしたいと思います。 

 コロナ禍での社会活動が始まって足かけ３年になろうとしています。この間、自治

会活動は停滞し、評議会も毎月の実施から２か月、３か月に１回でいいのではないか。

また、行事もしない、できない状況下で自治会運営ができているのであれば、コロナ

が収まってもこれでいいのではないかと考えるリーダーや部長もおられるように思っ

てます。 

 こうした中、全協でみらい創生課長は、この事業は５３自治会に各２０万円をまち

づくり交付金にプラスして各自治会に交付するとの説明を頂きました。ウィズコロナ、

アフターコロナ禍でこの交付金をどのように活用し、従前の自治会活動をどのように

取り戻していくのか。区長に対しての指導、助言方策について、お考えをお聞きして

おきたいと思います。 

○議長（村田 定君）  みらい創生課長。 

○みらい創生課長（西川傳和君）  ここの交付金についてでございますけれども、コ

ロナの影響によりまして地域のつながりの希薄化、自治会への帰属意識の低下という

部分が懸念されております。 

 また、自治会活動の再開を促進するためにも、その地域の絆を取り戻すということ

で、その自治会の活動を後押しするといった趣旨、目的のもとに創設をした交付金で

ございます。 
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 令和２年、令和３年度におきましては、感染症対策に関する備品等の整備を行わさ

せていただきました。今年度、令和４年度につきましては、その活動の後押しができ

るよう、主にそのソフトの部分を支援をするといった形でございます。 

 どのようにこの地域の自治会のほうにそれを周知していくかという部分でございま

すけれども、まず、今回の交付金の目的であったり、使途であったりにつきましては、

区長総代会、年度初めに開催させていただきます区長総代会を通じてお伝えをさせて

いただくということ。また、使い道の想定という部分につきましては、やはりコロナ

禍の中で、従前やっていた夏祭りであったりとか運動会とか、新たな形で地域の皆様

が参加できるような形のイベントであったりとか、そういったことを再開していただ

くという、そういった純粋なその事業経費としての活用といったことに使っていただ

きたいということで、お伝えをさせていただこうというふうに考えております。 

○議長（村田 定君）  ５番、村西作雄君。 

○５番（村西作雄君）  課長は、区長総代会でこの事業の趣旨を説明してというよう

なお話でありました。そういった形で、通り一遍の説明ですとですね、区長によって

は、今年２０万ちょっと、まちづくり交付金ようけ入ってきたなと、それだけで終わ

ってしまわれる区長さんもなきにしもあらず、私はそっちのほうが大きいかなという

ふうに思うんですよ。 

 そういった中でですね、やっぱり地域の連絡員さんを各理事会の連絡員制度という

のも、いつぞや持っているというお話も聞かせてもらいましたけれどもね、そういっ

た職員の連絡員さんと各区長と綿密に話して、この自治会、この字やったら、今まで

夏祭りしてはったんやな。これやったらこの２０万使うてこういうふうにしてもろた

らどうやろうとかね、やっぱり膝突き合わせてその地域、その区ごとの、今までのや

ってきた事業なり、そして今後伸ばそうとするものなり、そういったものを面と向か

ってしゃべり合ってですね、この２０万を有効活用してもらうと。そういった指導が

やっぱり必要ではないのかなと。区長総代会でこの２０万プラスしますので、何か今

までやっていたことを、できなんだことをやってくださいねだけでは、何かこの１,

０６０万もったいないなというような思いをするのは私だけでしょうかね。そういっ

た思いでの再度、考えをお聞かせ願えればありがたいです。 

○議長（村田 定君）  みらい創生課長。 

○みらい創生課長（西川傳和君）  もちろん、区長総代会のみで区長さんにお伝えし
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たというようなことではなしに、本年度も自治会ミーティング等で各自治会の状況等

もお伺いさせていただきました。実際、来年度、またこの、要はこの交付金のみなら

ず、自治会の活動に関してはまだまだコロナ禍の状況という部分、町としても把握し

ていかなければならない部分もあるかというふうに思っております。 

 そういった中で、個別、自治会との接触できる機会というのはいろいろな形で持っ

ていきたいというふうに考えております。そういった中で、地域にもいろいろな情報

を提供するのと併せて、地域の実情というのも把握していきたいというふうに考えて

おります。 

○議長（村田 定君）  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  これで質疑を終わります。 

 これより討論に入ります。 

○１０番（河村善一君）  議長。 

○議長（村田 定君）  １０番、河村善一君。 

○１０番（河村善一君）  補正予算に対し、修正動議を提案します。 

○２番（小菅久宣君）  動議に賛成。 

 

○議長（村田 定君）  暫時休憩します。 

休憩 午後２時０１分 

再開 午後２時０３分 

○議長（村田 定君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

○議長（村田 定君）  ただいま１０番、河村善一君から議案第２３号に対する修正

動議が提案されました。１名の賛成者をもって、動議が成立しました。この修正動議

は、２人の者の発言になっておりますので成立いたしました。 

 

○議長（村田 定君）  暫時休憩します。 

休憩 午後２時０３分 

再開 午後４時０２分 

○議長（村田 定君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 
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○議長（村田 定君）  議案第２３号に対する修正案について、提出理由の説明を求

めます。１０番、河村善一君。 

○１０番（河村善一君）  河村善一です。今回の修正に関する修正動議の趣旨説明を

いたします。 

 令和３年の米価の下落は予想をはるかに超えた価格となり、農協の買取り価格は１

俵６０キロ当たり１万円と、令和２年から３,１００円の下落。１１月からは１俵当た

り９,０００円と３割以上の価格が下がり、稲作農家は今、危機に瀕しています。この

遠因は、令和２年２月から始まったコロナウイルス感染症のため、移動と旅行が控え

られ、外での食事も制限され、イベントも控えられた結果、米の消費がなされなかっ

たことによるものです。 

 農家の皆さんは必死に田んぼを守り、農業をしてこられましたが、米価の下落によ

り、各利益も２割減の減少となっているのが実情です。商売をされている方々には、

経済対策として、令和２年度にはあいしょうエール商品券事業として２億３,０００万

円が、及び３年度にはＰａｙＰａｙを使っての補塡はあるものの、農家への補塡はあ

りません。そこで、今回１俵当たり１,０００円の農家支援を行うことを提案します。

新型コロナ対策農業者緊急支援補助金として３,９００万円の補助金であります。 

 内訳としては、農協２９万袋、米販売店が１０万袋ということでございまして、１

俵当たり１,０００円の補助をするものであります。皆さんのところにお配りしました

趣旨でそういうことでございまして、今回お配りしました議案を説明させていただき

たいと思います。 

 令和４年３月２４日、愛荘町議会議長、村田 定様。 

 発議者、愛荘町議会議員、河村善一、同小菅久宣。 

 議案第２３号 令和４年度愛荘町一般会計補正予算（第１号）に対する修正動議。 

 上記の動議を地方自治法第１１５条の３及び愛荘町会議規則第１７条第２項の規定

により、別紙の修正案を添えて提出します。 

 次のページ、１ページでございます。議案第２３号 令和４年度愛荘町一般会計補

正予算（第１号）に対する修正案。 

 議案第２３号 令和４年度愛荘町一般会計補正予算（第１号）の一部を次のように

修正する。 
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 歳入歳出予算の補正、第１条中２億３,９３８万４,０００円を２億７,８３８万４,

０００円に、１１３億３,３３８万４,０００円を１１３億７,２３８万４,０００円に

改める。 

 次のページでございます。第１表 歳入歳出予算補正、歳入、１８款繰入金２の基

金繰入金、補正前予算額が８億８,８０２万４,０００円、補正予算額を１億１７８万

３,０００円を１億４,０７８万３,０００円に、補正後予算額を９億８,９８０万７,

０００円を１０２億８,０８０万７,０００円にするものでございます。 

 歳入合計は、このとおりでございます。 

 歳出といたしまして、６款農林水産業１農業費、補正前予算額２億５,６６８万９,

０００円を３００万を４,２００万に、補正後予算額２億５,９６８万９,０００円を２

億９,８６８万９,０００円にするものです。 

 次のところをめくっていただいて、１、総括、歳入歳出予算補正事項別明細書で、

歳入、１８款繰入金、これは補正前が８億８,８０２万５,０００円、補正額が１億１

７８万３,０００円を１億４,０７８万３,０００円に。それから、合計が９億８,９８

０万８,０００円を１０億２,８８０万８,０００円にするものでございます。 

 歳出、６款農林水産業、補正前の額２億６,５２７万２,０００円を補正額３００万

を４,２００万、合計２億６,８２７万２,０００円を３億７２７万２,０００円にする

ものでございます。国庫支出金は１５０万で、一般財源１５０万を４,０５０万にする

ものでございます。 

 ４ページ、歳入、１８款繰入金目１財政調整基金繰入金、補正前の額６億６,４５２

万４,０００円、補正額１億１７８万３,０００円を１億４,０７８万３,０００円に、

計７億６,６３０万７,０００円を８億５３０万７,０００円にするものです。 

 節で、１財政調整基金繰入金１億１７８万３,０００円を１億４,０７８万３,０００

円に、財政調整基金繰入金は、今申し上げた１億１７８万３,０００円を１億４,０７

８万３,０００円にするものです。 

 歳出です。目で、３目農業振興費補正前の額７,０８４万４,０００円を、補正額は

３００万を４,２００万、計７,３８４万４,０００円を１億１,２８４万４,０００円に

するものです。 

 財源は国庫支出金が１５０万、一般財源を１５０万から４,０５０万に、５項のとこ

ろを３００万を４,２００万に、農業者緊急支援援助金（新型コロナ対策）として３,
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９００万を計上するものでございます。 

 注釈といたしまして、３農業振興費の節１８負担金、補助金及び交付金、農業者緊

急支援補助金（新型コロナ対策）として３,９００万を追加するものでございますので、

以上の点を提出させていただきます。 

 どうか御審議のほどよろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

○議長（村田 定君）  これより修正案についての質疑に入ります。質疑はありませ

んか。４番、澤田源宏君。 

○４番（澤田源宏君）  河村議員にお聞きします。 

 この動議はいいんですけど、もっと動議と違うて違うやり方もあったと思うんです

けど、なぜこの乱暴な動議を出されたのか。 

○議長（村田 定君）  １０番、河村善一君。 

○１０番（河村善一君）  確かに、いろんなやり方はあろうかと思います。でも今回、

こういう形で農業者の緊急、農家の緊迫した状況、困っている状況はもう必至でござ

います。農協を維持し、管理し、これを継続していこうと思う気持ちは、農家の皆さ

ん全部持っておられますし、そういうような意味で、今回こういう提出をさせていた

だきました。 

 皆さん、気持ちを御理解いただいた上で御賛同いただければありがたいと思ってお

ります。 

○議長（村田 定君）  質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  質疑なしと認めます。 

 これより討論に入ります。討論の順序は、まず本案、町長提出議案に対する賛成者、

続いて、本案、町長提出議案に反対者、次に、修正案に対する賛成者、続いて、修正

案に反対者の発言を許します。 

 まず、本案に賛成者の発言を許します。討論ありませんか。ほかに、本案に賛成の

討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  討論なしと認めます。 

 次に、本案に反対者の発言を許します。討論ありませんか。７番、上田太治君。 

○７番（上田太治君）  町長の提出されています令和４年度の一般会計の補正予算に
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ついて、反対の討論をさせていただきます。 

 町長は、当初予算並びに令和３年度一般会計補正予算に反対したにもかかわらず、

町長自らは県内１高い町長給与を取りながら、議員の提案や町民や農家の皆さん、ま

た、老老世帯や老人の単独、雪害対策についても一切の補正を認められませんでした。 

 よって、本日、議員のほうから修正の動議が出ております。私は、町長が選挙に当

選されたからといって、独断的な、町民を十分顧みない町政をされることは許されな

いという具合に思っております。よって、町長から出ております補正予算については、

反対をいたします。 

○議長（村田 定君）  次に、修正案に賛成者の発言を許します。５番、村西作雄君。 

○５番（村西作雄君）  議案第２３号の修正補正予算に賛成の立場から討論いたしま

す。 

 一昨年来からのコロナ禍により、町内飲食、医療費、サービス業等の皆さんの売上

げ減少に伴い、町では一昨年８月、３,０００円のプレミアをつけたエール商品券を当

初は１世帯２冊限度として販売し、町は５,０００万円以上持ち出し、その商品券での

消費額は２億円を上回りました。さらには、昨年８月、ＰａｙＰａｙキャッシュレス

決済事業を執行し、３０％のポイント還元金に町費約２,６００万円をかけ、その町内

消費額は約９,０００万円。 

 また、今回、令和４年度においても、昨年と同じくＰａｙＰａｙ事業に町費約３,

０００万円をかけ、町内消費額９,０００万円と、実に３年連続で町費総額１億円以上

を支出し、トータルの経済消費額は３億８,０００万円にも及び、町内事業者の売上げ

回復による地域経済の活性化が図られてきました。 

 一方、町の基幹産業の農業を支える農業者に対して、私は昨年１２月、議会の一般

質問で、コロナ禍により米価は２年前から約３割も下落し、まさに米作って飯食えな

い状態だ。このままでは生産意欲も失せていくとして、町の支援を求めたところ、町

長は、町のみが抱える課題ではなく、湖東管内の市町の動向を注視すると答弁。 

 さらに、今議会では、多賀町で１俵１,０００円のスピーディーな町助成の実績を紹

介し、町の米価下落に対する助成の再考を求めましたが、多賀町以外に直接の米価保

障の動きがないとして、これも否定されました。 

 本年度、認定農家や各集落営農法人は、昨年の米価下落により数百万円から１,００

０万近くの収入減にあえいでおり、今春の肥料、資機材の支払いもできない。こんな
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中で、春の作付にも希望が持てないとの嘆きの声が聞こえてきます。 

 この修正動議の３,９００万円の増額補正は、昨年来、米１俵当たり１,０００円の

町助成３万９,０００俵分を見込むもので、助成は縁故米を除き、ＪＡや米穀商に出荷

し、販売価格が証明できるものに限るとしています。議員各位におかれましては、町

が３年連続で町費総額１億円以上をかけ、町内事業者への消費拡大を誘導する施策を

進めてきた支援を米価下落に苦しむ農業者にもその輪を広げるものであることを理解

いただき、御賛同くださるようお願い申し上げ、私の賛成討論といたします。 

 なお、今回の米価下落に伴う農家支援３,９００万円の財源は、財政調整基金からの

繰入れで賄うこととしていますが、多賀町では国のコロナ交付金で１０割充当された

ということですので、念のため申し添えておきます。 

 以上です。 

○議長（村田 定君）  ほかに、修正案に賛成の討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  次に、修正案に反対者の発言を許します。討論ありませんか。

４番、澤田源宏君。 

○４番（澤田源宏君）  議案第２３号 令和４年度愛荘町一般会計補正予算に対する

修正動議の反対討論を行います。 

 コロナ禍で困っている方は、農業者だけではなく、いろいろな人がいます。そして、

こういうやり方ですれば、健全な議会運営が保たれないと思われますので、反対討論

といたします。 

○議長（村田 定君）  ほかに討論ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  これで討論を終わります。 

 これより議案第２３号を採決します。まず、本案に対する河村善一君ほか１名から

提出された修正案について、賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立多数です。よって、議案第２３号 令和４年度愛荘町一

般会計補正予算（第１号）に対する修正案は可決されました。 

 ただいま修正議決した部分を除く原案について採決をします。本案に賛成の諸君の

起立を求めます。そうです。修正議決した部分を除く原案についての採決です。本案
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に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立多数です。よって、修正議決した部分を除く原案は可決

しました。 

 

○議長（村田 定君）  暫時休憩します。 

休憩 午後４時２３分 

再開 午後４時２４分 

○議長（村田 定君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

○議長（村田 定君）  お諮りします。ただいま同意１件が提出されました。これを

日程に追加し、直ちに議題としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  異議なしと認めます。よって、同意１件を日程に追加し、直

ちに議題とすることに決定しました。 

 

◎同意第１９号の上程、説明、採決 

○議長（村田 定君）  追加日程第１、同意第１９号 愛荘町教育委員会教育長の任

命につき同意を求めることについてを議題とします。 

 本案についての提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（有村国知君）  それでは、追加提案させていただきました同意第１９号 愛

荘町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについてを説明させていただき

ます。 

 今回、教育長の任命について、議会の同意をお願いするものです。 

 氏名、徳田 寿。 

 住所、生年月日は議案書記載のとおりであります。 

 徳田氏を任命いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項

の規定により議会の同意をお願いするものでございます。 

 同氏は、人格が高潔で、教育行政に関し識見を有し、特に教育に対する意識が高く、

教育行政の経験豊富な方であります。また、平成３１年４月２日より教育長としてお
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願いし、今回も引き続き教育長として２期目をお願いするものです。愛荘町の教育長

として適任でありますので、何とぞ御同意を頂きますよう、よろしくお願いします。 

 なお、任期は令和４年４月２日から３年間となります。 

○議長（村田 定君）  人事案件につき、質疑、討論を省略しますが、御異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  異議なしと認め、質疑、討論を省略します。 

 ここで、教育長の退場を求めます。 

〔教育長 徳田 寿君 退場〕 

○議長（村田 定君）  これより同意第１９号を採決します。本案は、これに同意す

ることに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（村田 定君）  起立全員であります。よって、同意第１９号 愛荘町教育委

員会教育長の任命につき同意を求めることについては、これに同意することに決定し

ました。 

 

○議長（村田 定君）  暫時休憩します。 

休憩 午後４時２７分 

再開 午後４時２９分 

○議長（村田 定君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

○議長（村田 定君）  お諮りします。ただいま選挙２件、議提４件が提出されまし

た。これを日程に追加し、直ちに議題としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  異議なしと認めます。よって、選挙２件、議提４件を日程に

追加し、直ちに議題とすることに決定しました。 

 

◎選挙第７号の上程、説明、決定 

○議長（村田 定君）  追加日程第１、選挙第７号 愛荘町選挙管理委員会委員及び

委員補充員の選挙についてを議題とします。 
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 お諮りします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により

指名推選にしたいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選で行う

ことに決定しました。 

 お諮りします。指名の方法については、議長が指名することにしたいと思いますが、

これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  異議なしと認めます。よって、議長が指名することに決定し

ました。 

 選挙管理委員会委員に青木栄三君、森野和美君、川口秀政君、山岡勇市君を指名し

ます。 

 お諮りします。ただいま指名しました方を選挙管理委員会委員の当選人と定めるこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  異議なしと認めます。よって、ただいま指名しました４名が

選挙管理委員会委員に当選されました。 

 次に、選挙管理委員会補充員に居島惣偉智君、飯島滋夫君、濵中千賀子君、三浦勝

治君を指名します。 

 お諮りします。ただいま指名しました方を選挙管理委員会補充員の当選人と定める

ことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  異議なしと認めます。よって、ただいま指名しました４名が

選挙管理委員会補充員に当選されました。 

 ここで、本日の会議は、議事の都合によりあらかじめ延長を行います。 

 

◎選挙第８号の上程、説明、決定 

○議長（村田 定君）  追加日程第２、選挙第８号 滋賀県後期高齢者医療広域連合

議会議員の選挙についてを議題にします。 

 この広域連合議会議員につきましては、滋賀県後期高齢者医療広域連合規約第８条
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第３項の規定により、関係市町の議会の議員並びに長及び副市町長のうちから、各関

係市町の議会において１人を選挙するとなっております。 

 お諮りします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により

指名推選にしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選で行う

ことに決定しました。 

 お諮りします。指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  異議なしと認めます。よって、議長が指名することに決定し

ました。 

 滋賀県後期高齢者医療広域連合議会議員に町長、有村国知君を指名します。 

 お諮りします。ただいま指名しました有村国知君を滋賀県後期高齢者医療広域連合

議会議員に当選人と定めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  異議なしと認めます。よって、ただいま指名しました有村国

知君が滋賀県後期高齢者医療広域連合議会議員に当選されました。 

 ただいま、滋賀県後期高齢者医療広域連合議会議員に当選されました有村国知君が

議場にいますから、愛荘町議会会議規則第３３条第２項の規定により当選の告知をし

ます。 

 

◎議提第４号～第６号の上程、説明、決定 

○議長（村田 定君）  追加日程第３、議提第４号 総務産業建設常任委員会閉会中

の継続調査についてから追加日程第５、議提第６号 広報常任委員会閉会中の継続調

査についてまでを一括議題とします。 

 各常任委員会委員長より、閉会中も継続調査に付したい旨の申出があります。閉会

中の継続調査に付すことに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  異議なしと認めます。よって、議提第４号 総務産業建設常



- 256 - 

任委員会閉会中の継続調査について、議提第５号 教育民生常任委員会閉会中の継続

調査について、議提第６号 広報常任委員会閉会中の継続調査については、閉会中も

継続調査に付すことに決定しました。 

 

◎議提第７号の上程、説明、採決 

○議長（村田 定君）  追加日程第６、議提第７号 議員派遣についてを議題にしま

す。 

 会議規則第１２７条の規定により、お手元に配付しました議案のとおり議員を派遣

することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（村田 定君）  異議なしと認めます。よって、議提第７号 議員派遣につい

ては、お手元に配付しました議案のとおり議員を派遣することに決定しました。 

 

◎閉会の宣告 

○議長（村田 定君）  これで本日の日程は全て終了しましたので、会議を閉じます。 

 

◎町長挨拶 

○議長（村田 定君）  町長、挨拶。 

○町長（有村国知君）  令和４年３月愛荘町議会定例会の閉会に当たり、御挨拶申し

上げます。 

 今議会で提案させていただきました案件は、人事案件１８件、条例案件５件、契約

議決案件２件、令和３年度補正予算案件９件、令和４年度当初予算並びに補正予算案

件７件、合計４１案件について御提案し、慎重審議の上、全ての議案につき御議決を

頂き、誠にありがとうございました。 

 愛荘町の将来に向けて重要となる令和４年度予算について、着実かつ迅速に執行を

行うとともに、よりよいまちづくりを目指して誠心誠意努力してまいります。 

 所信表明において、「日々の暮らしを笑顔につなげる絆を取り戻そう」をスローガン

に力強く歩んでまいりたいとの思いを述べさせていただきました。本予算案は、愛荘

町の発展に資する今後の町づくりを築いていく上での礎となるものです。愛着と誇り

を感じる愛荘町の実現に向けまして、多くの方々に選ばれるいい町を皆様とともにつ
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くり上げることができるよう、日々邁進してまいる所存です。 

 今後とも、議員の皆様をはじめ、住民の皆様のより一層のお力添えをお願いいたし

ますとともに、皆様の御健康と御多幸、そしてますますの御活躍を心から御祈念申し

上げ、閉会に当たっての御挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（村田 定君）  これをもって、令和４年３月愛荘町議会定例会を閉じます。

大変御苦労さまでした。 

閉会 午後４時３８分 
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